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天
然
痘
に
似
た
症
状
が
出
る

﹁
サ
ル
痘
﹂
の
感
染
者
が
５
月

７
日
に
英
国
で
発
見
さ
れ
て
以

来
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス

ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
欧

州
や
米
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
感

染
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ス
イ

ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ほ
か

中
東
の
イ
ス
ラ
エ
ル
で
も
見
つ

か
り
、
23
日
ま
で
に
英
国
の
57

人
を
筆
頭
に
、
15
か
国
で
90
人

を
超
え
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
。
感
染
疑
い
も
50
人
を
超
え

た
。

　
世
界
保
健
機
関
︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶

は
23
日
、
ア
フ
リ
カ
の
一
部
地

域
で
散
発
的
に
感
染
が
起
き
て

い
た
サ
ル
痘
が
、
今
回
は
ウ
イ

ル
ス
が
定
期
的
に
は
循
環
し
て

い
な
い
欧
州
を
中
心
に
拡
大
し

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る

と
発
表
し
た
。
近
く
、
医
療
従

事
者
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
発

表
す
る
。
専
門
家
に
よ
れ
ば
、

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
し

に
く
い
こ
と
か
ら
市
中
感
染
の

リ
ス
ク
は
低
い
と
い
う
。

　
米
国
で
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
の
保
健
当
局
が
18
日
、
サ

ル
痘
の
感
染
者
を
１
人
確
認
し

た
と
公
表
し
た
。
最
近
、
カ
ナ

ダ
に
渡
航
し
て
い
た
。
そ
の
カ

ナ
ダ
で
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
２
件

の
感
染
を
確
認
し
た
。
ま
た
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
保
健
当
局

が
、
サ
ル
痘
の
疑
い
の
あ
る
13

人
を
調
査
中
と
い
う
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
精
神

衛
生
局
︵
保
健
局
︶
は
20
日
、

サ
ル
痘
の
可
能
性
の
あ
る
２
人

の
患
者
の
検
体
を
公
衆
衛
生
研

究
所
が
テ
ス
ト
し
た
と
こ
ろ
、

一
人
か
ら
サ
ル
痘
が
属
す
る
ウ

イ
ル
ス
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る

オ
ル
ソ
ポ
ッ
ク
ス
・
ウ
イ
ル
ス

の
陽
性
反
応
が
出
た
と
発
表
し

た
。

　
米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ

Ｄ
Ｃ
︶
に
よ
る
確
認
は
ま
だ
だ

が
、
患
者
は
推
定
陽
性
と
し
て

扱
わ
れ
隔
離
さ
れ
、
濃
厚
接
触

者
の
追
跡
調
査
も
行
わ
れ
て
い

る
。
市
保
健
局
は
、
も
し
リ
ン

パ
節
の
腫
れ
や
発
疹
を
伴
う
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
症
状

が
出
た
ら
医
療
機
関
に
連
絡
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
サ
ル
痘
は
１
９
７
０
年
に
ザ

イ
ー
ル
︵
現
在
の
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
︶
で
初
め
て
確
認
さ
れ

た
。
中
央
ア
フ
リ
カ
や
西
ア
フ

リ
カ
で
散
発
的
に
発
生
す
る
風

土
病
で
、
２
０
２
１
年
12
月
か

ら
22
年
５
月
ま
で
に
、
カ
メ
ル

ー
ン
で
25
人
︵
５
人
死
亡
︶、

中
央
ア
フ
リ
カ
で
６
人
︵
５
人

死
亡
︶、
コ
ン
ゴ
民
主
国
共
和

国
で
１
２
３
８
人
︵
57
人
死

亡
︶、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
48
人

︵
死
亡
例
な
し
︶
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
以
外
で
の
感

染
例
は
通
常
、
こ
の
地
域
へ
の

渡
航
歴
と
関
連
が
あ
る
と
い

う
。
２
０
０
３
年
に
、
ガ
ー
ナ

か
ら
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
さ
れ

た
小
動
物
を
発
端
に
、
米
国
内

で
47
人
が
感
染
し
た
こ
と
が
あ

る
。
　
日
本
で
は
サ
ル
痘
感
染

の
例
は
な
く
、
今
回
も
23
日
ま

で
に
報
告
は
な
い
。

　
京
都
の
中
で
好
き
な
場
所

の
一
つ
と
し
て
嵯
峨
野
の
竹

林
の
道
。

　
竹
林
の
小
径
︵
ち
く
り
ん

の
こ
み
ち
︶
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。

　
野
宮
神
社
か
ら
天
龍
寺
の

北
側
を
通
っ
て
大
河
内
山
荘

庭
園
へ
通
じ
る
長
さ
４
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
見
事
な
数

万
本
の
竹
林
の
道
は
、
両
側

に
広
が
っ
て
い
て
奥
へ
奥
へ

と
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う

に
感
じ
る
。

　
そ
の
感
じ
を
表
現
す
る
の

に
何
度
も
ス
ケ
ッ
チ
に
訪
れ

た
。

　
青
々
と
し
た
竹
は
空
を
覆

う
ほ
ど
高
く
、
晴
れ
た
日
は

夏
春秋

冬
FEEL JAPAN NOW

久
保
修
ワ
ー
ル
ド
２
０
２
２

﹁
嵯
峨
・
竹
林
の
道
﹂

竹
林
か
ら
も
れ
る
木
漏
れ
日

を
浴
び
て
、
気
持
ち
良
い
。

　
初
夏
か
ら
真
夏
で
も
涼
や

か
で
、
サ
ラ
サ
ラ
と
風
に
な

び
く
笹
の
葉
の
音
を
聞
き
な

が
ら
清
々
し
く
、
一
面
を
覆

う
竹
の
存
在
感
は
圧
巻
で
あ

る
。︵
く
ぼ
・
し
ゅ
う
／
切

り
絵
画
家
／
東
京
都
在
住
︶

サ
ル
痘
が
拡
大
懸
念

米
国
な
ど
15
か
国
90
人
超

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nipponexpressusa.com/
https://japanvillage.com/
https://shopnyseikatsu.com/
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イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
昨

年
夏
、
開
店
し
た
「
鶏
美
園
」

（T
O

R
I B

IE
N

）
＝
「
ト
リ
ビ

ア
ン
」
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

最
初
の
和
風
唐
揚
げ
店
。
東
９

丁
目
、
以
前
お
た
ふ
く
の
あ
っ

た
場
所
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
カ

ジ
ュ
ア
ル
・
イ
ー
ト
イ
ン
の
お

店
で
、
今
ま
で
あ
る
よ
う
で
な

か
っ
た
専
門
店
だ
。
ア
メ
リ
カ

人
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

部
位
で
メ
ニ
ュ
ー
が
作
ら
れ
て

い
て
、
ボ
ン
レ
ス
・
タ
イ
（
骨

な
し
モ
モ
肉
）、
手
羽
先
、
照

り
焼
き
名
古
屋
手
羽
先
の
３
種

類
が
あ
る
。

　
唐
揚
げ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

は
、
カ
レ
ー
弁
当
（
14
ド
ル
95

セ
ン
ト
）、
唐
揚
げ
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
７
ド
ル
95

セ
ン
ト
、
ス
パ
イ
シ
ー
８
ド
ル

95
セ
ン
ト
）、唐
揚
げ
弁
当
（
４

個
入
り
10
ド
ル
95
セ
ン
ト
、
６

個
入
り
13
ド
ル
95
セ
ン
ト
）、

そ
れ
に
お
に
ぎ
り
２
個
と
唐
揚

げ
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
卵
焼
き

の
入
っ
た
「
唐
揚
げ
お
に
ぎ
り

弁
当
」（
13
ド
ル
95
セ
ン
ト
）

な
ど
が
人
気
だ
。
ド
リ
ン
ク
は

メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
が
入
っ
た

バ
ー
モ
ン
ト
・
メ
イ
プ
ル
・
レ

モ
ネ
ー
ド（
４
ド
ル
95
セ
ン
ト
）

が
お
勧
め
。
唐
揚
げ
ソ
ー
ス
は

ス
パ
イ
シ
ー
マ
ヨ
や
ガ
ー
リ
ッ

ク
な
ど
別
売
り
で
あ
り
、
自
分

好
み
の
味
に
仕
上
げ
て
食
べ
る

こ
と
も
で
き
る
。

TORI-BIEN
鶏美園

220 E 9th St, 
(Bet 2nd & 3rd)

New York, NY 10003
Tel: 929-946-0789

火曜〜日曜　11:00-21:00
月曜定休

Ｎ
Ｙ
初
の
和
風
唐
揚
げ
店

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
今
井
千
恵
が

手
掛
け
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ブ
ラ
ン
ド
「C

H
IE

 IM
A

I 

」

が
２
０
２
２
年-

２
０
２
３

年

秋

冬

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

「M
O

SA
IQ

U
E

 de C
H

IE
 

“
G

R
O

W
T

H
”

」
を
発
表
し
た
。

　「M
O

SA
IQ

U
E

 de C
H

IE

」

は
ブ
ラ
ン
ド
の
原
点
と
言
え

る
存
在
で
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン“
G

R
O

W
T

H
”

で
は
個
性

的
な
選
択
と
あ
ら
ゆ
る
価
値
観

を
認
め
合
う
時
代
の
流
れ
を
受

け
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
（
男
女

の
文
化
的
、
社
会
的
な
差
を
な

く
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え

方
）
を
意
識
し
、
初
め
て
メ
ン

ズ
ラ
イ
ン
が
登
場
。
性
別
、
世

代
に
捕
ら
わ
れ
な
い
ク
ラ
シ
ッ

ク
で
あ
り
な
が
ら
斬
新
な
コ
ン

セ
プ
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な

　
Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
港
湾
公
社
は
こ

の
ほ
ど
、ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際
空
港
、
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ
国
際
空
港
を

対
象
に
、
空
港
内
で
販
売
す
る

飲
食
類
は
、
空
港
外
の
実
売
価

格
の
10
％
以
上
を
上
回
っ
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
価
格
設
定

の
方
針
ガ
イ
ド
を
公
表
し
た
。 

　
空
港
内
で
購
入
す
る
飲
食
類

の
値
段
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、

長
年
利
用
者
た
ち
か
ら
批
判
の

声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
昨
年
ラ

ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
利
用
者

が
、
ビ
ー
ル
１
杯
28
ド
ル
と
提

示
さ
れ
た
価
格
表
を
ツ
イ
ッ
タ

ー
に
投
稿
し
、
監
察
総
監
室
が

捜
査
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
店

舗
が
異
な
る
不
当
な
価
格
で
販

売
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
35
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

同
指
針
に
は
、
各
店
舗
は
低
価

格
メ
ニ
ュ
ー
も
選
択
肢
と
し
て

提
供
し
、
利
用
者
が
不
当
な
価

格
を
見
つ
け
た
場
合
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
非
難
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
、
と
示
し
て
い
る
。 

空
港
飲
食
は
不
当
な
高
値

州
港
湾
公
社
が
価
格
是
正

っ
て
い
る
。

　
更
に
今
シ
ー
ズ
ン
で
は
極
上

の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
ム
を
染
め

上
げ
た
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
の
レ
ザ

ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、

世
界
中
の
選
り
す
ぐ
り

の
レ
ー
ス
素
材
を
使

い
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー

ル
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆

使
し
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
ド
レ
ス
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
も
発
表
。
時
代
の

変
化
に
あ
わ
せ
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
無
限
の
可

能
性
へ
の
熱
い
思
い
が

形
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
動
画
も
一
般
公

開
し
て
る
。
　

https://youtu.be/YYfEymxUaAQ

C
H

IE
 IM

A
I

秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://youtu.be/YYfEymxUaAQ
http://www.ny-pcr.com/
https://sobaya.square.site/
tel:9175773969
http://shinbashi72.com/
https://hsart.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:2019438003
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 日本クラブからのお知らせ
■日本ギャラリー 二村 守 展

    「未知の宝物―セントラルパークの贈り物」
 会期： 6 月 9 日（木）〜
 6 月 22 日（水）
 開廊時間： 
　10AM 〜 6PM （ 月 〜 金 ）、

10AM 〜 5PM （土）、日休
 会場： 日本ギャラリー
　日本クラブ 7 階（住所は下

記を参照）
 「88 歳の新進気鋭のアー

ティスト」、二村守（にむ
ら まもる）氏による初め
ての個展。モチーフはセン
トラルパークに集う人や自
然、そして目に見えないも
の。ジュッソと砂を下地に
塗り込み色鮮やかなアクリ
ル絵の具による独特な画法を駆使し、抽象画を描きます。

■日本クラブ カルチャー講座 【オンライン】ブリッジ講座   
 ブリッジとは、国際共通ルールが確立している数少ないカー

ドゲーム。世界中どこへ行っても、どなたとでもプレイする
ことができる社交的なゲームです。カルチャー講座では 6 月
から初心者から経験者までを対象に、「ブリッジ講座」を 4
クラス開講予定。専用のオンラインアプリを使って、ご自宅
から参加されませんか？詳細は www.nipponclub.org/culture 
または 212-581-2223 まで。 

■日本クラブ / 米国日本人医師会（JMSA）共催

   オンライン・ヘルスセミナー　

　「２年に亘るパンデミック以降の心身の健康と維持」
 開催日時： 6 月 2 日（木） 7-8PM
 参加費無料。詳細・お申し込みは下記 URL の「EVENTS」

欄を参照。

■日本クラブ・『オペラの楽しみを探ろう！』発起人会共催

 第 8 回『オペラの楽しみを探ろう！』 トーク・イベント

 〜メトロポリタン・オペラ来シーズン全演目解説！〜 
 開催日時：6 月 6 日（月） 6:30 〜 8:30PM
 会場：日本クラブ
 参加費：会員 20 ドル / 一般 30 ドル（学生 20 ドル）
 ＊ドリンク付。
 詳細・お申し込みは下記 URL の「EVENTS」欄を参照。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

“Lawn Landscapes of Central Park 
#1” 30”x 36” Acrylic on canvas 

with Sand & Gesso ground

　
世
界
誠
道
空
手
道
連
盟
の
新

総
本
部
が
14
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・

ガ
ー
デ
ン
に
近
い
西
30
丁
目

２
５
２
番
地
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
、
国
内
支
部
、
海
外
支

部
か
ら
道
場
門
下
生
ら
２
０
０

人
以
上
が
集
ま
り
、
盛
大
な
開

館
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ー
プ
ン
式
典

が
１
年
以
上
延
期
さ
れ
て
い
た

が
、
当
日
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
試
合
、
型
の
競
技
、
試
し
割

り
、一
般
合
同
稽
古
が
行
わ
れ
、

中
村
忠
会
長
と
同
館
二
代
目
の

中
村
彰
さ
ん
の
指
導
で
気
持
ち

良
い
汗
を
流
し
た
。

　
午
後
２
時
30
分
か
ら
式
典
が

始
ま
り
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹

夫
大
使
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

代
読
さ
れ
た
。
長
年
本
部
を
置

い
た
23
丁
目
の
道
場
か
ら
引
越

す
ま
で
の
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
工

事
中
断
、
ズ
ー
ム
ク
ラ
ス
と
屋

外
指
導
の
み
の
長
期
間
の
移
転

の
経
緯
を
道
場
の
歴
史
を
踏
ま

え
て
45
分
間
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
で
紹
介
し
た
。
中
村
会
長
は

﹁
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、
平
常

に
戻
り
、
皆
様
の
健
勝
と
誠
道

空
手
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
﹂
と
挨
拶

し
て
、
二
代
目
会
長
彰
氏
と
鏡

開
き
を
行
っ
た
。

　
創
設
者
の
中
村
会
長
︵
80
︶

は
、
か
つ
て
大
山
倍
達
率
い
る

極
真
会
で
﹁
極
真
四
天
王
﹂
の

一
人
に
数
え
ら
れ
、
１
９
６
６

年
に
同
会
米
国
支
部
設
立
の
た

め
来
米
。
75
年
同
会
を
脱
退
し

て
76
年
に
誠
道
塾
を
設
立
し

た
。
二
代
目
の
彰
さ
ん
と
築
い

て
来
た
誠
道
空
手
の
精
神
は
、

空
手
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
形

成
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

﹁
人
間
空
手
﹂。
米
国
に
お
け
る

空
手
道
の
普
及
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。
毎
年
開
催
し
て
い

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
Ｎ
Ｙ

市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
や
市
消
防

局
︵
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
︶、
目
の
不
自

由
な
障
害
を
持
つ
生
徒
も
参
加

し
、
毎
年
そ
れ
ら
団
体
に
寄
付

活
動
し
て
い
る
。
60
年
代
日
本

で
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
キ
ッ
ク
ボ

ク
シ
ン
グ
の
王
者
、
沢
村
忠
の

リ
ン
グ
ネ
ー
ム
の
忠
は
、
中
村

会
長
の
忠
か
ら
付
け
た
も
の

だ
。
著
書
に
﹃
人
間
空
手
﹄
が

あ
る
。
真
面
目
で
温
厚
、
芯
の

強
い
人
間
性
か
ら
、
極
真
会
館

時
代
か
ら
先
輩
・
後
輩
を
問
わ

ず
今
な
お
多
く
の
門
下
生
か
ら

人
望
を
集
め
て
い
る
。

中
村 

忠
 
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︵
な

か
む
ら 

た
だ
し
、
１
９
４
２

年
2
月
22
日
生
ま
れ 

︶ 

日
本

の
空
手
家
で
、
世
界
誠
道
空
手

道
連
盟
誠
道
塾
の
会
長
。
段
位

は
十
段
。
樺
太
真
岡
郡
真
岡
町

︵
現
在
の
ロ
シ
ア
極
東
連
邦
管

区
サ
ハ
リ
ン
州
ホ
ル
ム
ス
ク
︶

出
身
。駒
場
東
邦
高
校
一
期
生
。

日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科

卒
業
。
極
真
会
館
の
発
展
に
貢

献
し
、
大
山
倍
達
を
支
え
た
高

弟
で
、
大
山
の
後
継
者
と
も
云

わ
れ
た
、
初
代
首
席
師
範
。

誠
道
空
手
新
道
場
オ
ー
プ
ン

門
下
生
２
０
０
人
が
祝
う

鏡開きをする中村会長（左）と二代目彰氏

http://www.nipponclub.org/culture
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.restaurantnippon.com/
https://www.rapidtest.nyc/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　
当
事
務
所
で
は
、
宗
教
家
や

他
国
か
ら
亡
命
者
な
ど
の
永
住

権
取
得
な
ど
を
除
き
ほ
と
ん
ど

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
移
民
法
を
扱

っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
専
門

と
し
て
お
り
ま
す
の
は
Ｏ-

１

ビ
ザ
で
す
。
様
々
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
方
々
︵
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
画
家
、
美
術
館
や
画
廊
の

キ
ュ
ー
レ
ー
タ
ー
、
ダ
ン
サ
ー
、

俳
優
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
映

画
・
演
劇
の
監
督
、
脚
本
家
、

小
説
家
な
ど
︶、
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
科
学
者
な
ど
も
こ
の

Ｏ-

１
ビ
ザ
に
入
り
ま
す
。
こ

こ
最
近
、
以
前
よ
り
も
Ｏ-

１

ビ
ザ
に
関
し
て
質
問
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
回
は
、
基
本
的
な

移
民
局
が
定
め
た
Ｏ-

１
ビ
ザ

の
６
の
基
本
条
件
を
お
伝
え
し

ま
す
。

①
過
去
に
行
っ
た
展
示
会
、
シ

ョ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
業
務
を
証
明
す
る
カ
タ

ロ
グ
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
そ
の
他

新
聞
・
雑
誌
の
批
評
や
記
事 

。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ビ
ザ
を

申
請
す
る
本
人
が
主
要
な
役
を

し
た
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、

ダ
ン
ス
や
演
劇
の
公
演
を
し
た

と
し
て
も
そ
こ
で
端
役
で
は
条

件
を
満
た
し
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

②
芸
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
に

お
け
る
業
績
を
認
め
ら
れ
、
国

内
外
で
評
価
さ
れ
て
い
る
賞
の

受
賞
者
で
あ
る
こ
と
や
業
績

を
証
明
す
る
資
料 - 

た
だ
賞
を

受
賞
し
た
と
自
分
で
記
載
し
た

り
、
表
彰
状
の
コ
ピ
ー
を
提
出

し
て
も
、
そ
の
賞
が
ど
の
よ
う

に
そ
の
分
野
で
著
名
な
の
か
を

説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
本
人
や
本
人
の
作
品
に
関
し

て
の
主
要
な
新
聞
、
雑
誌
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
た
記

事 

。 

記
事
だ
け
を
出
し
て
も

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

読
売
新
聞
や
N
H
K
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
は
日
本
で
は
知
ら
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
移

民
局
の
審
査
官
は
知
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
審
査
官
に
ど
の

よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
な
の
か
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
商
業
的
に
成
功
し
た
こ
と
を

示
す
資
料
、
た
と
え
ば
興
行
収

入
、
Ｃ
Ｄ
売
り
上
げ
や
チ
ャ
ー

ト
・
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
。
ま
た

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
成
功
に
は
営
業

利
益
の
増
加
、
株
価
の
上
昇
な

ど
。
ラ
ン
キ
ン
グ
を
出
し
た
の

な
ら
ば
そ
の
資
料
自
体
の
説
明

も
必
要
で
す
。

⑤
本
人
の
専
門
分
野
に
お
け
る

業
績
が
関
係
団
体
、
評
論
家
団

体
、
政
府
機
関
そ
の
他
の
専
門

団
体
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
貢

献
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
資

料
。
団
体
、
機
関
の
説
明
も
必

要
で
す
。

⑥
本
人
が
そ
の
専
門
分
野
に
従

事
し
て
い
る
他
の
者
と
比
較
し

て
多
額
の
給
与
、
出
演
料
そ
の

他
の
報
酬
の
受
け
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
資

料
。

　
上
記
条
件
の
う
ち
３
つ
以
上

に
該
当
し
て
証
拠
と
な
る
資
料

が
あ
る
の
な
ら
ば
、
Ｏ-

１
ビ

ザ
申
請
は
可
能
で
す
。
政
府
関

係
者
も
含
め
著
名
な
方
か
ら
の

推
薦
状
が
あ
れ
ば
主
要
な
仕
事

も
し
て
い
な
い
、
そ
し
て
記
事

な
ど
あ
ま
り
な
く
て
も
ビ
ザ
が

取
得
で
き
る
の
か
、
と
か
聞
か

れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
上
記

条
件
を
ク
リ
ア
ー
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
活
動
期
間
が
１
、

２
年
し
か
な
い
、
主
要
な
役
や

重
要
な
仕
事
も
し
て
い
な
い
、

記
事
も
１
つ
ぐ
ら
い
で
し
た
ら

申
請
し
て
も
取
得
は
難
し
い
で

す
。
Ｏ-

１
ビ
ザ
は
、
上
記
を

証
明
す
る
資
料
や
推
薦
状
を
準

備
す
る
だ
け
で
通
常
は
４
〜
11

か
月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
申

請
前
に
は
必
ず
専
門
の
弁
護
士

に
相
談
し
て
準
備
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

O

-

１
ビ
ザ
の
基
本
条
件

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

こ
の
ほ
ど
、
地
下
鉄
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
駅
の
43
丁
目
角
の
新

た
な
出
入
口
を
開
設
し
た
。 

　
構
内
に
下
が
る
階
段
は
幅
が

15
フ
ィ
ー
ト
と
ゆ
と
り
が
あ

り
、
階
段
周
辺
の
18
台
の
防
犯

カ
メ
ラ
ほ
か
、
Ａ
Ｄ
Ａ
︵
米
障

害
者
福
祉
法
︶
適
応
の
エ
レ
ベ

ー
タ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
搭
載
の
案
内
画

面
、
新
改
札
口
な
ど
が
設
置
さ

れ
た
。
同
階
段
の
屋
根
は
、
大

晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ド
社
製
の
ク
リ

ス
タ
ル
・
ボ
ー
ル
を
ヒ
ン
ト
に
、

２
３
８
枚
の
三
角
形
の
ガ
ラ
ス

を
使
用
し
、
十
分
な
光
が
入
り

込
む
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

最
も
目
を
引
く
の
は
巨
大
な
モ

ザ
イ
ク
壁
画
で
あ
る
。
芸
術
家

ニ
ッ
ク
・
ケ
ー
ブ
さ
ん
が
手
掛

巨大モザイク 
T スクエア駅に 

　
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
前

市
長
は
20
日
、
米
連
邦
議
会
議

員
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
正
式

に
表
明
し
た
。 

　
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
の
ワ
イ
ド
シ

ョ
ー
﹁
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ョ

ー
﹂
に
出
演
し
た
デ
ブ
ラ
シ
オ

氏
は
、
検
討
委
員
会
を
発
足

し
、
同
市
第
10
選
挙
区
で
選
挙

運
動
を
始
め
た
こ
と
を
明
か
し

た
。﹁
市
民
は
傷
つ
い
て
お
り
、

直
ぐ
に
助
け
を
必
要
と
し
て
い

る
。
今
直
ぐ
に
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
指
導
者
を
必
要
と
し
て

い
る
。
私
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
を
知
っ
て
い
る
﹂
と
世
論

が
出
馬
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

市
長
と
し
て
の
経
験
を
連
邦
議

会
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

語
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
有
力
候

補
に
は
ブ
ラ
ッ
ド
・
ホ
ー
リ
ー

マ
ン
氏
を
含
む
Ｎ
Ｙ
州
議
会
議

員
、
カ
ー
リ
ー
ナ
・
リ
ベ
ラ
同

市
議
会
議
員
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

ヤ
ス
キ
ー
元
同
市
議
会
議
員
な

ど
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

　
同
選
挙
区
に
は
、
デ
ブ
ラ
シ

オ
氏
が
居
住
す
る
パ
ー
ク
ス
ロ

ー
プ
を
含
む
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
西

部
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
南
部
が
含

ま
れ
る
。
同
番
組
出
演
後
、
同

氏
は
﹁
行
く
と
こ
ろ
行
く
と
こ

ろ
で﹃
事
は
良
く
な
る
の
か
？
﹄

と
聞
か
れ
、
心
か
ら
﹃
イ
エ

ス
﹄
と
答
え
て
い
る
が
、
私
た

ち
皆
で
良
く
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
居
住
区
で
も
、
国
全
体

で
も
、
民
主
主
義
を
救
う
方
法

は
そ
の
一
部
に
な
る
こ
と
だ
。

一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
﹂
と
ツ

イ
ー
ト
で
献
金
を
呼
び
掛
け

た
。
同
氏
は
当
時
、
自
身
の
後

継
者
と
し
て
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ

ム
ス
同
市
長
の
出
馬
を
支
援
し

た
が
、
デ
ブ
ラ
シ
オ
氏
の
出
馬

を
支
援
す
る
か
、
と
い
う
問
い

デ
ブ
ラ
シ
オ
前
Ｎ
Ｙ
市
長 

連
邦
議
会
議
員
選
出
馬
へ

に
対
し
ア
ダ
ム
ス
現
同
市
長
は

﹁
彼
か
ら
は
出
馬
の
話
は
聞
い

て
い
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
出

馬
者
を
全
体
的
に
検
討
す
る
こ

と
、
決
め
る
の
は
有
権
者
で
あ

る
﹂
と
答
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
と
入
院
者
数
急
増

　
13
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

電
子
版
の
記
事
は
、
今
月
に
入

っ
て
か
ら
Ｎ
Ｙ
市
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
陽
性
率
は

82
％
、入
院
率
も
30
％
上
昇
し
、

同
市
当
局
は
警
戒
レ
ベ
ル
を

﹁
ミ
デ
ィ
ア
ム
︵
中
︶﹂
か
ら
﹁
ハ

イ
︵
高
︶﹂
に
引
き
上
げ
る
と

同
時
に
、
屋
内
と
屋
外
で
も
混

雑
し
た
場
所
で
の
マ
ス
ク
着
用

を
推
奨
し
て
い
る
、と
伝
え
た
。 

　
ア
シ
ュ
ウ
ィ
ン
・
ワ
サ
ン
同

市
衛
生
局
長
は
﹁
警
戒
レ
ベ
ル

が
﹃
高
﹄
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
倍
、
自
分
と
周
囲
を

守
る
こ
と
に
徹
す
る
時
期
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
は
自

宅
で
の
定
期
的
な
検
査
、
屋
内

で
の
マ
ス
ク
着
用
が
ベ
ス
ト
な

対
策
で
あ
る
﹂と
話
し
て
い
る
。

ま
た
同
市
は
、
検
査
結
果
が
陰

性
で
あ
っ
て
も
、
マ
ス
ク
は
感

染
だ
け
で
な
く
媒
介
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

全
市
民
に
マ
ス
ク
着
用
を
要
請

し
て
い
る
。 

　
ま
た
同
局
は
来
月
中
に
、
自

宅
用
検
査
キ
ッ
ト
１
６
５
０
回

分
、
高
性
能
マ
ス
ク
を
公
立
学

校
１
６
０
０
校
、
図
書
館
や

文
化
会
館
を
含
む
公
共
施
設

１
０
０
０
か
所
に
追
加
配
布
す

る
。
自
宅
用
検
査
キ
ッ
ト
の

受
け
取
り
場
所
はnyc.gov/

covidtest

を
参
照
し
、
結
果

が
陽
性
の
場
合
は
２
１
２
・

C
O

V
ID

19

に
電
話
し
、
無
料

の
食
事
や
、
３
人
以
上
の
家
族

が
隔
離
す
る
た
め
の
個
人
用
防

衛
具
︵
Ｐ
Ｐ
Ｅ
︶、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
な
ど
の
配
送
を
申
し
込

む
。

Ｎ
Ｙ
市
が
再
び
要
請 

屋
内
の
マ
ス
ク
着
用

楽しい
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け
た
同
作
品
﹁
エ
ブ
リ
・
ワ
ン
、

イ
ー
チ
・
ワ
ン
、
イ
コ
ー
ル
・

オ
ー
ル
﹂
は
３
部
か
ら
成
り
、

大
き
さ
は
３
２
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
と
地
下
鉄
駅
構
内
と
し
て

は
最
大
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
だ
と
い
う
。 

　
同
入
口
の
新
設
は
、
同
局
が

３
億
ド
ル
を
投
じ
、
Ｎ
Ｙ
市
の

公
共
交
通
機
関
で
最
も
利
用
者

が
多
い
駅
の
改
善
を
目
的
と
し

た
﹁
42
丁
目
コ
ネ
ク
タ
ー
﹂
計

画
の
一
環
で
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
ブ

ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
駅
の
改

修
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
同

局
の
声
明
に
よ
る
と
、
駅
構
内

の
通
路
や
ホ
ー
ム
の
再
設
計
、

エ
レ
ベ
ー
タ
増
設
、
階
段
の
拡

張
、
42
丁
目
シ
ャ
ト
ル
へ
の
利

便
性
を
高
め
る
工
事
も
行
っ
て

い
く
。
同
出
入
口
は
、
地
下
鉄

Ｎ
、
Ｑ
、
Ｒ
、
Ｗ
、
１
、２
、３
、

７
番
線
に
連
絡
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｙ
市
保
健
当
局
は
17
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
数
及
び
入
院
者
数
の
増
加
が

医
療
シ
ス
テ
ム
に
相
当
な
負
担

を
か
け
る
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
た

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

蔓
延
状
況
に
関
す
る
﹁
ア
ラ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
﹂
の
レ
ベ
ル
を

﹁
中
﹂
か
ら
﹁
高
﹂
に
引
き
上

げ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
で
は
本
年
３
月

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
﹁
ア
ラ
ー
ト
・
シ
ス
テ

ム
﹂を
導
入
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、

新
規
感
染
者
数
、
入
院
者
数
、

病
院
の
空
き
病
床
数
等
の
指
数

を
踏
ま
え
、
蔓
延
状
況
を
﹁
低

︵
レ
ベ
ル
１
︶﹂、﹁
中
︵
レ
ベ
ル

２
︶﹂、﹁
高
︵
レ
ベ
ル
３
︶﹂
及

び﹁
非
常
に
高
い︵
レ
ベ
ル
４
︶﹂

の
四
段
階
に
分
け
て
市
民
に
警

告
を
発
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
引
き
上
げ
ら
れ
た

﹁
高
﹂
レ
ベ
ル
に
お
け
る
勧
告

内
容
は
次
の
通
り
。

︵
１
︶
ブ
ー
ス
タ
ー
を
含
む
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
推
奨
︵
２
︶
す

べ
て
の
公
共
施
設
の
屋
内
及
び

人
混
み
の
多
い
屋
外
に
お
け
る

マ
ス
ク
着
用
︵
３
︶
感
染
リ
ス

ク
の
高
い
場
所
で
の
活
動
を
避

け
る
こ
と
︵
人
混
み
や
屋
内
の

集
ま
り
に
は
行
か
な
い
︶︵
４
︶

検
査
の
実
施
︵
５
︶
症
状
が
あ

る
場
合
の
自
主
隔
離
︵
６
︶
手

洗
い
の
励
行
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
６
月
８
日
︵
水
︶

午
後
７
時
か
ら
﹁
沖
縄
と
日
米

安
全
保
障
同
盟
〜
沖
縄
返
還
50

周
年
を
迎
え
て
〜
﹂
と
題
す
る

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
日

米
の
安
全
保
障
関
係
に
お
け
る

両
国
の
戦
略
的
利
益
に
と
っ
て

沖
縄
が
果
た
し
て
き
た
重
要
な

役
割
を
考
察
す
る
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ

て
世
界
中
で
地
政
学
的
同
盟
と

戦
略
的
利
益
の
強
化
の
重
要
性

が
注
目
さ
れ
る
中
、
沖
縄
の
重

要
性
と
日
米
関
係
に
お
け
る
今

後
の
役
割
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
す
る
。
玉
城
デ
二
ー
沖
縄
県

知
事
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
我
部

政
明
琉
球
大
学
名
誉
教
授
、
シ

ー
ラ
・
ス
ミ
ス
氏
︵
米
外
交
問

題
評
議
会
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
︶。
司
会

は
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ー
カ

ー
氏
︵
Ｊ
Ｓ
理
事
長
︶
参
加

費
無
料
。
登
録
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト http://w

w
w

.
japansociety.org 

沖縄と日米安保
JS でオンライン討論会

６月８日に開催

http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japansociety.org
http://www.iiicareer.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
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野口英世95回墓参会
ガ
ー
ナ
、
メ
キ
シ
コ
も
参
加

医
学
奨
学
金
も
授
与

　
日
本
が
生
ん
だ
世
界
的
細
菌

学
者
、
野
口
英
世
︵
１
８
７
６

〜
１
９
２
８
︶
の
偉
業
を
讃

え
、
遺
徳
を
後
世
に
伝
え
、
米

国
で
医
学
の
道
を
志
す
若
き
日

本
人
研
究
者
を
応
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
墓
守
り
活
動
を
続
け

る
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世

記
念
会
﹂︵
Ｈ
Ｎ
Ｍ
Ｓ
、
本
間

俊
一
代
表
︶
が
21
日
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
で

95
回
忌
野
口
英
世
墓
参
会
と
第

５
回
Ｎ
Ｙ
野
口
英
世
記
念
奨
学

金
授
与
式
を
開
催
し
た
。

　
記
念
会
副
代
表
の
加
納
良
雄

さ
ん
の
司
会
進
行
で
、
本
間
代

表
が
挨
拶
、
野
口
の
荒
れ
た
墓

を
日
本
人
医
師
会
と
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー
大
学
が
協
力
し
て
守
っ

て
行
こ
う
と
２
０
１
３
年
に
同

記
念
会
を
設
立
し
た
経
緯
な
ど

を
紹
介
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森

美
樹
夫
大
使
は
祝
辞
の
中
で
外

務
省
で
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
会
議

を
担
当
し
た
こ
と
に
触
れ
﹁
野

口
博
士
の
偉
業
は
日
本
の
外
交

官
や
議
員
の
間
で
も
大
き
な
功

績
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
お

り
、亡
く
な
っ
た
地
の
ガ
ー
ナ
、

永
眠
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
偉
業
を
顕
彰
す
る
活
動
を
日

本
総
領
事
館
と
し
て
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
﹂と
述
べ
た
。

　
野
口
が
黄
熱
病
の
研
究
で
多

く
の
命
を
救
っ
た
メ
キ
シ
コ
の

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
、

バ
ネ
ッ
サ
・
オ
ル
テ
ガ
領
事
が
、

同
会
の
医
療
奨
学
金
の
継
続
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
続
い

て
野
口
英
世
が
黄
熱
病
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
の
最
中
、
こ
れ
に
罹

患
し
て
命
を
落
と
し
た
所
縁
の

国
、
ガ
ー
ナ
の
ダ
ニ
エ
ル
・
キ

ン
グ
ス
レ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
が
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
同

総
領
事
は
﹁
人
類
も
国
家
も
お

金
の
た
め
に
働
く
が
、
使
っ
て

し
ま
え
ば
後
に
は
残
ら
な
い
。

人
類
に
残
せ
る
の
は
歴
史
で
、

歴
史
に
残
る
名
前
は
良
い
名
前

と
悪
い
名
前
が
あ
る
が
、
野
口

は
最
大
級
の
良
い
名
前
で
ガ
ー

ナ
国
民
の
誇
り
﹂
と
称
え
た
。

　
米
国
日
本
人
医
師
会
の
ロ
バ

ー
ト
柳
澤
会
長
が
、
野
口
博
士

の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
福
島
県

猪
苗
代
に
あ
る
野
口
英
世
記
念

会
の
倉
根
一
郎
理
事
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。
式

典
に
は
、
野
口
が
在
籍
し
た
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
の
テ
ィ
モ

シ
ー
・
Ｐ
・
オ
コ
ー
ナ
ー
副
学

長
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
の
ミ

カ
エ
ル
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
会
長
、

メ
グ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ル
ー
ド
事
務

局
長
が
参
列
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
３
年
ぶ
り

の
一
般
公
開
で
の
墓
参
会
と
な

り
、
一
般
の
参
加
者
も
墓
前
に

献
花
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
。

野口英世

Courtesy of Googlemap.com

　
第
５
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口

英
世
記
念
奨
学
金
受
賞
者
に
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
の
デ
ー

ビ
ッ
ド
・
フ
ィ
ド
ロ
ッ
ク
博
士

研
究
室
で
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
耐
性

の
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
る
金

井
麻
里
子(

か
な
い
・
ま
り
こ
︶

さ
ん
︵
26
︶
が
選
ば
れ
た
。
金

井
さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
の
東
京

育
ち
。大
学
進
学
時
に
来
米
し
、

２
０
１
７
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

生
物
学
科
を
卒
業
。
同
年
9
月

か
ら
同
大
学
院
の
博
士
課
程
に

進
ん
だ
。
奨
学
金
審
査
委
員
の

間
で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
研

究
分
野
で
も
将
来
の
成
果
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
し
て
審
査
委
員
会
の
加
納
麻

紀
医
師
と
樋
口
聖
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
上
級
研
究
員
か
ら
盾
が
贈

ら
れ
た
。
金
井
さ
ん
は
﹁
将
来

は
も
っ
と
深
く
マ
ラ
リ
ア
な
ど

の
薬
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど

専
門
知
識
を
増
や
し
グ
ロ
ー
バ

ル
な
ス
ケ
ー
ル
で
医
学
分
野
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
﹂
と
受
賞

の
喜
び
を
語
っ
た
。

野
口
の
墓
の
前
で
奨
学
金
授
与
の
盾
を
持
つ
金
井
さ
ん

抗
マ
ラ
リ
ア
薬
研
究

金
井
さ
ん
に
奨
学
金

前列左から金井さん、本間会長、キングスレーガーナ総領事、森 NY 総領事、加納副会長

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
内

で
の
銃
撃
犯
罪
が
止
ま
ら
な

い
。
地
下
鉄
Ｎ
線
だ
け
で
過
去

６
週
間
に
10
件
の
銃
撃
犯
罪
が

発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
22
日

午
前
11
時
42
分
頃
、
Ｑ
番
線
列

車
の
最
後
尾
の
車
内
で
男
が
拳

銃
を
取
り
出
し
、
座
っ
て
い
た

乗
客
の
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ン
リ
ス

ケ
さ
ん
︵
48
︶
の
胸
を
撃
っ
た
。

１
発
だ
け
だ
っ
た
も
の
の
至
近

距
離
で
撃
た
れ
、
エ
ン
リ
ス
ケ

さ
ん
は
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
。
ほ
か
の
乗
客

は
車
両
の
端
ま
で
逃
げ
、
撃
た

れ
ず
無
事
だ
っ
た
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
か
ら
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
に
向
か
っ
て
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
橋
を
通
過
中
の
出
来
事

で
、
乗
客
が
す
ぐ
に
９
１
１
に

通
報
し
た
が
、
列
車
が
キ
ャ
ナ

ル
ス
ト
リ
ー
ト
駅
に
到
着
す
る

と
男
は
逃
走
し
た
。
警
察
が
防

犯
カ
メ
ラ
に
残
さ
れ
た
画
像
を

公
開
し
、行
方
を
追
っ
て
い
る
。

　
目
撃
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
犯

人
は
車
内
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
た
後
、
銃
を
取
り
出
し
た
と

い
う
。
挑
発
行
為
や
口
論
は
な

く
、
犯
人
は
エ
ン
リ
ス
ケ
さ
ん

と
面
識
も
な
か
っ
た
と
見
ら
れ

て
い
る
。
エ
ン
リ
ス
ケ
さ
ん
は

米
投
資
銀
行
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
マ
ク

ロ
リ
サ
ー
チ
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
お
り
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
デ

ー
ビ
ッ
ド
・
ソ
ロ
モ
ン
最
高
経

営
責
任
者
︵
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
は
、
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
哀

悼
の
意
を
表
明
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
地
下

鉄
で
の
銃
撃
事
件
が
続
い
て
い

る
。
４
月
12
日
朝
に
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
を

走
行
中
の
Ｎ
番
線
列
車
で
、
死

者
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
10
人

が
撃
た
れ
る
乱
射
事
件
が
あ
っ

た
。犯
人
は
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
２
週
間
後
の
４
月
25
日

午
後
に
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ジ
ャ

マ
イ
カ
に
あ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
セ

ン
タ
ー-

パ
ー
ソ
ン
ズ
／
ア
ー

チ
ャ
ー
駅
の
改
札
口
付
近
で
２

人
の
男
が
喧
嘩
と
な
り
一
人
が

発
砲
、
撃
た
れ
た
男
性
︵
24
︶

は
死
亡
し
た
。
撃
っ
た
男
は
５

月
23
日
時
点
で
も
捕
ま
っ
て
い

な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
の

元
警
官
だ
っ
た
エ
リ
ッ
ク
・
ア

ダ
ム
ス
市
長
は
４
月
、
地
下
鉄

の
警
官
の
数
を
増
や
す
と
発
表

し
た
。
今
回
事
件
が
起
き
た
Ｑ

番
線
で
は
当
日
、
事
件
前
に
警

官
が
３
回
乗
車
し
巡
回
し
て
い

た
が
防
げ
な
か
っ
た
。

地
下
鉄
で
の
銃
撃
事
件
止
ま
ず

Ｎ
線
過
去
６
週
間
で
10
件
発
生
、
昼
夜
問
わ
ず
危
険

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
に
よ
る
と
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
市
内
地
下
鉄
内
で
の
犯
罪

が
複
数
発
生
し
、
２
件
は
殺
人

事
件
に
発
展
し
て
い
る
。
14
日

に
は
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
市
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
10
人
が

死
亡
、
予
測
不
能
な
事
件
と
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
銃
を
使
わ
な
い
一

般
的
な
暴
力
事
件
に
つ
い
て
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。
最
近
の
在

留
邦
人
被
害
で
は
女
性
や
子
供

に
向
け
ら
れ
る
暴
力
が
目
立

つ
。
４
月
27
日
夕
方
、
23
丁
目

の
五
番
街
と
６
番
街
の
間
を
保

護
者
と
一
緒
に
歩
行
し
て
い
た

在
留
邦
人
の
子
供
が
、
前
方
か

ら
歩
い
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

風
の
男
に
突
然
無
言
で
顔
を
蹴

ら
れ
て
転
倒
し
て
手
を
負
傷
。

５
月
３
日
午
後
８
時
30
分
頃
、

五
番
外
28
丁
目
交
差
点
の
横
断

歩
道
を
1
人
で
歩
行
し
て
い
た

邦
人
女
性
が
、
背
後
か
ら
突
然

男
に
突
き
飛
ば
さ
れ
て
路
上
駐

車
中
の
車
に
激
突
し
て
倒
れ
て

怪
我
を
し
て
い
る
。

市
内
で
邦
人
被
害
も
相
次
ぐ

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
注
意
喚
起

https://www.hondag.com
http://op-ed.jp
https://www.maxjob.com/
http://jweeklyusa.com
http://myriverside.net/home
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日
本
の
入
国
制
限
が
６
月
か

ら
緩
和
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
日

米
間
の
旅
行
者
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
企
業
や
個
人
へ
の
出

張
訪
問
で
日
本
帰
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
始
め
た
ラ
ピ
ッ
ド
テ
ス

ト
Ｎ
Ｙ
Ｃ
創
業
者
の
マ
ー
ク
・

グ
ル
バ
ー
グ
さ
ん
に
同
社
の
サ

ー
ビ
ス
と
海
外
渡
航
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
動
向
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　﹁
大
勢
の
顧
客
が
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
来
る
の
を
恐
れ
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
急
な

帰
国
、
検
査
所
ま
で
出
向
く
時

間
が
な
い
人
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
な
ど
の

利
用
に
便
利
な
出
張
訪
問
検
査

が
大
変
好
評
で
、
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
、
雑
誌
の
撮
影
現
場

に
出
向
く
こ
と
も
多
い
。
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ラ
イ
や
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ハ
ン
プ
ト

ン
ま
で
出
張
訪
問
し
た
こ
と
も

あ
る
。
日
系
企
業
か
ら
は
、
会

社
で
一
括
で
団
体
検
査
し
た
い

と
い
う
訪
問
検
査
依
頼
の
問
い

合
わ
せ
も
き
て
い
る
﹂
と
言

う
。
同
検
査
所
で
は
、
日
本
入

国
に
必
要
な
所
定
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
作
成
、
検
査
か
ら
60
分
以

内
に
日
本
政
府
が
求
め
て
い
る

Ｒ
Ｔ
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
証
明
書
を

発
行
す
る
。

　﹁
医
療
機
器
が
揃
っ
て
い
る

の
で
、
早
い
検
査
結
果
が
そ
の

場
で
出
る
。
医
療
機
関
な
の
に

土
曜
、
日
曜
も
検
査
が
で
き
る

の
で
、
帰
国
の
フ
ラ
イ
ト
時
間

に
合
わ
せ
た
検
査
結
果
証
明
書

を
得
る
こ
と
が
可
能
だ
。
外
来

も
多
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
２
か

所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
合
わ
せ
て

１
日
50
人
か
ら
１
０
０
人
近
く

の
海
外
渡
航
者
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
日
本
人
も
１

日
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
7
〜
８
人

い
る
。
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
の
が
便
利
な
よ
う
だ
﹂
と
話

す
。
　

　
元
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
有
名
選

手
や
大
物
俳
優
、
世
界
的
に

大
き
な
収
益
を
あ
げ
て
い
る

日
系
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど

政
財
界
の
ト
ッ
プ
が
混
雑
を

避
け
て
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
そ
う
だ
。
検
査

費
用
︵
所
定
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

込
み
︶
は
１
人
３
５
０
ド
ル
。

出
張
訪
問
代
は
４
０
０
ド
ル

か
ら
〜(

地
域
に
寄
る)

。
検

査
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
電
話
９
１
７
・
３
０
１
・

８
７
８
２
︵
マ
ー
ク
さ
ん
︶。

ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
東
72
丁
目
１
５
０
番
地
︵
レ

キ
シ
ン
ト
ン
街
角
、
電
話
・

９
１
７
・
６
３
９
・
３
０
６
０
︶、

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
は
モ
ッ
ト

通

り

２

４

８

番

地
︵

電

話

９
１
７
・
６
７
５
・
７
７
７
６
︶。

日

本

語

の

電

話

サ

ポ

ー

ト

︵

電

話

９
１
７
・
４
９
９
・
９
８
９
３
︶。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
出
張
サ
ー
ビ
ス

企
業
の
利
用
も
増
加

　
﹁
お
な
ら
﹂
自
体
は
自
然
現

象
で
す
が
、
そ
の
原
因
が
問
題

で
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
よ
う
に

食
物
繊
維
の
多
い
食
べ
物
を
食

べ
る
と
、
お
な
ら
が
出
る
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
日
に
何

度
も
出
た
り
、
膨
満
感
で
仕
事

に
集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
チ

ク
チ
ク
お
腹
が
痛
ん
だ
り
す
る

の
は
病
気
の
始
ま
り
の
サ
イ
ン

で
す
。
お
な
ら
の
先
に
は
、
便

秘
や
下
痢
と
い
っ
た
症
状
を
伴

う
病
気
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
根
本
原
因
は
腸
内
細
菌
叢

の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
で
す
。
臭

い
お
な
ら
の
正
体
は
、
悪
玉
菌

の
増
殖
で
す
。
こ
の
悪
名
高
い

悪
玉
菌
の
本
当
の
存
在
理
由

は
、
腸
の
﹁
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・

ク
ル
ー
﹂
で
す
。
つ
ま
り
、
悪

玉
菌
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
の

健
康
維
持
に
は
欠
か
せ
な
い
存

在
な
の
で
す
。

　
で
は
、
お
な
ら
、
下
痢
、
便

秘
な
ど
、
私
た
ち
に
不
都
合
な

症
状
を
起
こ
し
な
が
ら
も
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
・
ク
ル
ー
と
し
て

た
か
が
﹁
お
な
ら
﹂
と
侮
る
な
か
れ

の
悪
玉
菌
増
殖
が
必
要
と
な
る

理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

は
、
体
内
の
毒
の
量
の
増
加
で

す
。
加
工
食
品
、
ボ
デ
ィ
ケ
ア

商
品
、
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、

医
薬
品
、
ワ
ク
チ
ン
、
水
、
空

気
な
ど
に
含
ま
れ
る
人
体
に
と

っ
て
は
不
自
然
な
化
学
物
質
、

そ
し
て
物
事
に
対
す
る
ネ
ガ
テ

ィ
ヴ
な
思
考
や
態
度
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
と
脳

内
化
学
物
質
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

異
常
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
心

の
不
安
定
感
な
ど
が
、
体
毒
総

量
を
増
加
さ
せ
て
し
ま
う
主
な

理
由
で
す
。そ
れ
に
比
例
し
て
、

悪
玉
菌
も
増
加
し
て
い
く
の
で

す
。

　
例
え
ば
、
膀
胱
炎
、
気
管
支

炎
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
膣

炎
な
ど
、
炎
症
系
の
病
気
を
引

き
起
こ
す
イ
ー
ス
ト
菌
属
の
カ

ン
ジ
ダ
・
ア
ル
ビ
カ
ン
ス
の
増

殖
は
、
血
中
の
重
金
属
の
レ
ベ

ル
が
高
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ

で
す
。

　
ま
た
、
過
敏
性
腸
症
候
群
、

ク
ロ
ー
ン
病
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ

や
大
腸
ガ
ン
な
ど
の
消
化
器
官

の
病
気
や
、
不
安
障
害
、
不
眠

症
、
う
つ
病
な
ど
、
西
洋
医
学

で
は
心
の
病
気
と
さ
れ
る
も
の

も
、
実
は
、
体
毒
総
量
の
増
加

に
よ
る
悪
玉
菌
の
増
殖
が
原
因

な
の
で
す
。多
く
の
皆
さ
ん
は
、

酷
い
便
秘
が
原
因
の
頭
痛
に
な

っ
た
経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

人
間
の
体
は
頭
の
先
か
ら
足
の

裏
ま
で
、
一
つ
の
チ
ュ
ー
ブ
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
腸
で
発
生

し
た
毒
ガ
ス
が
脳
に
達
す
る
の

は
、
想
像
に
容
易
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
や
イ

ラ
イ
ラ
、
慢
性
的
な
疲
労
や
片

頭
痛
な
ど
は
、
体
内
に
発
生
し

た
毒
ガ
ス
が
﹁
お
な
ら
﹂
と
し

て
外
に
出
さ
れ
ず
、
血
管
を
通

っ
て
脳
に
達
し
、
脳
内
の
化
学

物
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
脳

の
機
能
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

こ
と
が
原
因
で
す
。

　
た
か
が
﹁
お
な
ら
﹂、
さ
れ

ど
﹁
お
な
ら
﹂。﹁
お
な
ら
﹂
を

侮
る
な
か
れ
。
　

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ)

が
主
催
す
る
第
14

回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

で
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
学
・
大
人
の

教
養
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
会
︵
企
画
・
Ｎ
Ｙ
日

系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
協

力
・
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
、
マ
イ
・

イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ)

が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
座
学
や
呼

吸
法
、
肉
体
の
練
習
な
ど
が
融

合
さ
れ
て
い
る
古
典
ヨ
ガ
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
鎌
倉
古

典
ヨ
ガ
教
室
を
主
宰
す
る
中
里

え
み
こ
さ
ん
が
、
ヨ
ガ
の
修
習

で
日
常
を
好
転
す
る
﹁
人
生
を

豊
か
に
生
き
る
実
践
指
導
﹂
と

題
し
て
人
生
を
楽
し
む
た
め
の

ヨ
ガ
を
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
講
座
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。 

心
と
身
体
も
ス
ッ
キ
リ
！
イ
ス

を
使
っ
て
簡
単
に
で
き
る
古
典

ヨ
ガ
と
心
臓
を
労
る
瞑
想
法
を

動
画
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
﹁
ヨ
ガ
は
心
身
を
整
え
て
い

く
も
の
で
、
外
出
す
る
に
も
疲

れ
に
く
い
肉
体
、
気
分
を
よ

く
す
る
効
果
が
あ
る
﹂
と
し

て
、
全
身
を
ゆ
っ
た
り
と
し
っ

か
り
動
か
し
て
瞑
想
す
る
方

法
、
ゆ
っ
た
り
と
呼
吸
す
る
実

践
方
法
を
紹
介
し
た
。
今
回

は
、
椅
子
で
で
き
る
練
習
を
解

説
し
た
。
椅
子
が
ぐ
ら
つ
か
な

よ
う
に
確
認
し
て
、
椅
子
の
３

分
の
２
ほ
ど
に
座
っ
て
、
腰
骨

を
た
て
、
お
尻
の
肉
を
後
に
引

っ
張
り
出
し
て
、
坐
骨
が
足
の

裏
だ
と
思
っ
て
背
骨
を
伸
ば
し

て
座
る
。
そ
の
時
腰
が
反
り
や

す
い
の
で
お
へ
そ
か
ら
下
の
あ

た
り
を
引
き
込
む
よ
う
に
座

る
、
な
ど
動
画
を
使
っ
て
、
秘

訣
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
足

の
指
、
手
の
指
を
グ
ー
パ
ー
す

る
運
動
の
や
り
方
を
指
導
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
ヨ
ガ

は
人
気
。
椅
子
に
座
っ
て
で
き

る
ヨ
ガ
や
瞑
想
方
法
な
ど
参
加

者
が
楽
し
ん
で
経
験
で
き
た
よ

う
だ
。
講
座
の
視
聴
の
申
し
込

み
は
Ｊ
Ａ
Ａ
事
務
局
・
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

後
日
視
聴
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
通
知
す

る
。

古典ヨガと心臓を
労る瞑想法を解説
マイベストプロ 中里えみこさん

　
2
年
以
上
続
い
た
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
後
、
医
学
的
お
よ
び
精

神
的
な
観
点
か
ら
、
多
く
の

人
々
の
全
般
的
な
健
康
状
態
が

悪
化
し
た
。
そ
の
状
態
か
ら
脱

し
、
元
の
健
康
を
取
り
戻
し
維

持
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
６
月
２
日

︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま

で
開
催
さ
れ
る
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
は
米
国
日
本
人
医
師
会

の
松
木
隆
志
医
師
、
加
納
麻
紀

医
師
、
宮
下
麻
子
栄
養
士
の
３

名
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
加
納
医
師
　

が
定
期
的
な
検
査
と
免
疫
、
結

腸
内
視
鏡
検
査
、
マ
ン
モ
グ
ラ

ム
な
ど
の
定
期
的
な
予
防
ケ
ア

の
必
要
性
と
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
慢
性
的

な
病
状
の
あ
る
人
が
現
在
の
健

康
上
の
懸
念
を
認
識
す
る
方
法

と
、
健
康
を
取
り
戻
し
、
軌
道

に
戻
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

に
つ
い
て
説
明
。
松
木
医
師

は
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
大
人
と

子
供
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
ど

の
よ
う
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
か
に
つ

い
て
、
ま
た
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
警
告
サ

イ
ン
を
認
識
す
る
方

法
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
取
り
戻
す
た
め

の
手
順
に
つ
い
て
講

演
す
る
。
ま
た
Q
＆

A
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

宮
下
栄
養
士
も
加
わ

り
、
参
加
者
の
質
問

に
答
え
る
。
参
加
費

無
料
︵
任
意
で
フ
ロ

ン
ト
ワ
ー
カ
ー
た
ち

へ
の
お
弁
当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
寄
付
︶

■松木隆志医師　東京医科歯科
大学卒業後、マウントサイナイ
医科大学ベスイスラエル病院精
神科にて精神科専門医研修を修
了。現在同大学精神科教授。

■加納麻紀医師　コーネル大
学、マウントサイナイ医科大学
卒業。内科専門医及び小児科専
門医。米国日本人医師会副会長。
二児の母。

■宮下麻子栄養士　米国登録栄
養士、ニューヨーク州栄養士。
コロンビア大学教育大学院、栄
養教育プログラム修士号取得。

宮
下
麻
子
栄
養
士

加
納
麻
紀
医
師

松
木
隆
志
医
師

参加申し込みサイト　
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の

心
身
の
健
康
管
理

日
本
ク
ラ
ブ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

インタビューに答えるグルバーグさん（撮影時以外はマスク着用）

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_
nishi-doso-usa@hotmail.com
http://kkobo.com/
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　人工妊娠中絶（Abortion）に関する米最高裁の意見書草稿が外部に漏れ、米社会に大きな衝
撃を与えています。アリト判事が、最高裁の多数を占める保守派を代表して、約 50 年前に妊娠
中絶を連邦憲法上の女性の権利だと認定した、Roe 対 Wade 判例を覆す見解を示しているのです。

　妊娠中絶を認める側は Pro-choice、反対する側は Pro-life と呼ばれます。 Pro は賛意を意味し、Pro-choice は、中
絶するかどうかの選択権（Choice）を女性自身が持つという立場。最新の調査ではアメリカ国民の 60% 以上が一定の
条件のもとに支持しています。一方、Pro-life は、受精の時から Life ( 人命）は始まり、ゆえに原則として中絶手術は
許さないという立場で、カトリック教会の教えに沿うものです。
　漏れた意見書が示す通り、人工中絶が憲法上の権利ではないと最高裁が決定した場合、中絶をどう扱うかは５０州各
自に委ねられることになります。 ニューヨーク・タイムズ紙は、最大 28 州で人工中絶が禁止または極端に制限される
と予想しています。
　前代未聞の最高裁草稿の漏洩、この中身に Pro-life 側は歓喜しましたが、Pro-choice 側は連日、各地で集会を開き抗
議の意を示しています。中絶に関する両陣営の深い対立は、すでに大きく分断された米政治を、ますますの対立と混迷
に押しやることでしょう。                                                                                 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Pro-choice,  Pro-life 
妊娠中絶、容認派・反対派

 米 語
Watch

 【227】

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
昨

年
倒
産
を
申
請
し
、
13
店
舗
を

閉
店
し
た
格
安
デ
パ
ー
ト
の
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
21
は
17
日
、
ロ
ウ

ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
旗
艦

店
︵
コ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ス
ト
リ

ー
ト
22
番
地
︶
を
来
春
に
再
開

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　
声
明
に
よ
る
と
、
同
社
は
娯

楽
施
設
や
ス
タ
ジ
ア
ム
運
営
を

手
掛
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ズ
社
と
提

携
し
、
実
店
舗
で
の
営
業
の
合

理
化
を
図
る
と
同
時
に
、
高
性

能
な
ネ
ッ
ト
通
販
も
開
始
す

る
。ま
た
店
舗
の
ロ
ゴ
に
も﹁
Ｎ

Ｙ
Ｃ
﹂
を
追
加
す
る
と
い
う
。 

　
同
店
は
１
９
６
１
年
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ベ
イ
リ
ッ
ジ
に
第

1
店
舗
を
開
業
し
、
ワ
ー
ル
ド

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
そ
ば
の
旗

艦
店
は
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の

被
害
を
受
け
、
５
か
月
の
改
装

工
事
を
経
て
２
０
０
２
年
２
月

に
再
開
し
た
。
同
社
の
レ
イ
モ

ン
ド
・
ジ
ン
デ
ィ
共
同
最
高
経

営
責
任
者
は
﹁
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

21
は
こ
れ
か
ら
も
Ｎ
Ｙ
の
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
り
続
け
る
。
特
に
旗

艦
店
は
長
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
の
回
復
力
と
揺
る
ぎ
な
い
精

神
を
象
徴
し
て
き
た
。
創
業
60

年
の
歴
史
で
閉
店
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
の
は
、
９
・
11
と
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
２
回
だ

け
だ
っ
た
。
生
粋
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
と
同
様
に
、
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
も
屈
す
る
こ
と
は
な

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

閉
店
し
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21 

本
店
が
来
春
に
再
オ
ー
プ
ン 

Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
Ｅ
を
知
る
︵
２
︶

クイック USA

91
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
も
雇
用
機
会
均
等
法
で
あ

る

E
qu

al E
m

ploy
m

en
t 

O
pportunity

の
法
律
が
連

邦
な
ら
び
に
各
州
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
日
本
と
は
異
な
り
人
々

の
権
利
の
主
張
が
当
然
視
さ

れ
、
訴
訟
社
会
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
影
響
力
が
あ
る

も
の
か
と
存
じ
ま
す
。

　
日
本
に
も
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、
訴

訟
に
な
る
こ
と
も
少
な
い
日
本

社
会
で
は
、
法
律
の
施
行
上
に

お
け
る
有
効
性
と
い
う
面
で
は

疑
問
符
が
つ
き
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
公
的
機
関
へ
の
ク
レ
ー

ム
や
裁
判
所
へ
の
提
訴
で
は
、

企
業
に
と
っ
て
足
を
す
く
わ
れ

か
ね
な
い
ほ
ど
の
多
額
の
賠
償

金
が
追
徴
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
法
律
に
従
わ
な
い

こ
と
は
リ
ス
ク
以
外
の
何
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
強
制

的
な
法
律
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
目

標
達
成
が
で
き
る
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
実
は
ア
メ
リ
カ
で

は
こ
のE

quity

の
概
念
を
活

用
し
た
行
政
上
で
の
仕
組
み
が

法
律
と
は
ま
た
別
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
の
が
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

︵
Ａ
Ａ
Ｐ
︶
と
呼
ば
れ
る
入
札

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
申
請
す
る
こ
と

で
会
社
は
連
邦
や
州
か
ら
の
業

務
を
優
先
的
に
受
託
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
会
社
は
自
社
の

従
業
員
の
人
種
構
成
比
率
を
会

社
の
あ
る
地
域
の
人
種
構
成
比

率
の
約
80
％
近
く
ま
で
高
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
社
は

地
域
に
あ
っ
た
人
種
の
多
様
性

を
実
現
す
る
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め

　E
quity

は

多

く

の

場

合
、
強
制
力
の
あ
る
法
律
の

施
行
に
よ
る
面
が
否
め
ま
せ

ん
。
よ
く
言
わ
れ
る
北
欧
諸

国
の
高
い
男
女
平
等
レ
ベ
ル

も
や
は
り
国
の
法
律
が
功
を

奏
し
て
い
る
か
ら
だ
と
申
し

に
は
多
少
無
理
を
し
て
で
も
有

色
人
種
の
人
た
ち
に
門
戸
を
開

け
る
積
極
的
な
採
用
計
画
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ

は
ま
さ
にE

quality

で
は
な

く
、E

quity

の
概
念
か
ら
来

て
い
る
政
策
計
画
だ
と
い
え
ま

す
。

　
日
本
企
業
が
Ａ
Ａ
Ｐ
ま
で
を

も
網
羅
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
辿
り
つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
企
業
市
民
と
し
て

の
よ
り
成
熟
し
た
仲
間
入
り
が

果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
何

よ
り
も
自
社
で
働
く
従
業
員
の

人
々
や
地
域
社
会
全
体
に
と
っ

て
も
幸
福
度
や
福
利
厚
生
、
そ

し
て
安
全
や
安
心
面
で
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
日

系
企
業
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た

い
新
た
な
課
題
が
実
は
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
社
会
で
真
の
企
業
市

民
と
し
て
認
知
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
そ
し
て
よ
り
地
域
社

会
に
根
ざ
し
た
存
在
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に
もE

quity

の

概
念
に
は
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
奥
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

酒
井 
謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　
日
本
入
国
時
の
水
際
対
策
緩

和
に
よ
り
地
方
都
市
へ
も
帰
国

し
や
す
く
な
り
、
日
本
へ
の
一

時
帰
国
を
予
定
し
て
い
る
人
が

急
増
し
て
い
る
の
を
受
け
、
ア

ム
ネ
ッ
ト
で
は
陰
性
証
明
書
や

隔
離
の
有
無
、
子
ど
も
連
れ
の

場
合
な
ど
気
に
な
る
水
際
対
策

最
新
情
報
を
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
無
料
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
夏

の
帰
国
前
に
要
チ
ェ
ッ
ク
！
最

新
日
本
行
き
﹂
を
開
催
す
る
。

開
催
日
時
＝
６
月
１
日
︵
水
︶・

米
国
太
平
洋
時
間
︵
Ｐ
Ｔ
︶
午

前
11
時
〜
12
時 

・
米
国
山
岳

部
時
間
︵
Ｍ
Ｔ
︶
午
後
12
時
〜

13
時
・
米
国
中
部
時
間
︵
Ｃ
Ｔ
︶

午
後
１
時
〜
２
時
・
米
国
東
部

時
間
︵
Ｅ
Ｔ
︶
午
後
２
時
〜
３

時参
加
無
料
。
参
加
申
し
込
み
・

詳
細
は
こ
ち
ら

https://am
net-usa.com

/
n

ew
s-w

eb
in

ar-japan
-

travel-june-2022/

夏
の
帰
国
前
に
要
確
認

日
本
入
国
の
最
新
情
報

アムネットが
無料ウェビナー

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

支
援
課
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
事
務
所
は
、
米
国
に
お

け
る
事
業
進
出
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
日
系
企
業
へ
の
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
同
報
告

書
は
、
米
国
で
事
業
を
始
め
る

際
に
必
要
な
法
制
度
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
。
会
社
設
立
時

の
事
業
形
態
の
選
び
方
や
注
意

点
、
ビ
ザ
・
労
務
関
連
の
手
続

き
、
税
制
︵
法
人
・
個
人
︶、

オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
の
賃
貸
契
約

な
ど
、
特
に
気
を
つ
け
る
べ
き

こ
と
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
特
許
権
、
意
匠
権
、
著
作

権
、
営
業
秘
密
、
商
業
不
動
産

賃
貸 

、
会
社
設
立
、
従
業
員

採
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ビ
ザ
、 

労
務
、米
国
連
邦
・
州
税
制
︵
法

人
・
個
人
︶、 

知
的
財
産
権 

な

ど
。
同
事
務
所
で
は
﹁
米
国
に

お
け
る
事
業
進
出
、
会
社
運
営

を
考
え
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
﹂
と
し

て
い
る
。
な
お
、
米
国
で
は
連

邦
レ
ベ
ル
の
法
制
度
の
ほ
か
、

州
レ
ベ
ル
で
の
法
制
度
も
重
要

と
な
る
。
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
中
心
に
解
説

し
て
い
る
た
め
、
各
州
に
お
け

る
確
認
は
別
途
必
要
と
な
る
。

発
行
は
今
年
１
月
。
作
成
部
署

は
ジ
ェ
ト
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

支
援
課
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
事
務
所
。
総
ペ
ー
ジ
数

１
８
４
ペ
ー
ジ
。
問
い
合
わ
せ

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

https://w
w

w
.jetro.go.jp/

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
邦
人
旅
行
者
及
び
在
留
邦

人
に
対
し
、
本
年
１
月
よ
り
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
、
特
に
デ
ル
タ
航

空
国
際
線
が
到
着
す
る
３
番
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
利
用
す
る
邦
人
旅

行
者
か
ら
白
タ
ク
被
害
に
遭
っ

た
と
の
報
告
が
増
加
し
て
い
る

と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
、
国
際
線
の

デ
ル
タ
空
港
が
到
着
す
る
３
番

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
到
着
階
で
は
、

違
法
な
白
タ
ク
業
者
︵
複
数
︶

が
客
引
き
を
行
っ
て
く
る
。
空

港
で
の
タ
ク
シ
ー
の
客
引
き
行

為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
客
引

き
を
し
て
い
る
の
は
違
法
な
白

タ
ク
業
者
で
、
正
規
の
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
は
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ご
と
に
場
所
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
い

る
係
員
は
、
客
引
き
を
行
う
こ

と
は
な
い
。
複
数
の
被
害
者
か

ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
犯
人

は
、
航
空
会
社
の
バ
ッ
ジ
ら
し

き
物
を
付
け
て
い
た
り
、
警
備

員
や
、
旅
行
代
理
店
員
を
装
う

者
も
い
る
。﹁
乗
車
す
る
の
は

自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
﹂
と
安
心

さ
せ
る
た
め
に
、
相
乗
り
客
を

装
い
犯
人
の
一
味
が
乗
車
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
空
港
〜

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
等
ま
で
は
定

額
料
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

http://w
w

w
.panynj.gov/

airports/jfk-taxi-car-van-
service.htm

l

　
　

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
は
23
日
、
同
館
電
話
回

線
が
不
通
に
な
っ
た
こ
と
を

メ
ー
ル
で
在
留
邦
人
に
伝
え

た
。

復

旧

ま

で

の

間
、

事

件
・

事

故

等

緊

急

用

件

で

同
館
に
連
絡
す
る
場
合
は
、

９
１
７
・
８
１
６
・
４
６
９
３
の

電
話
番
号
を
案
内
。ま
た
事
件
・

事
故
の
第
一
報
は
﹁
９
１
１
﹂

へ
か
け
る
よ
う
対
応
し
た
。
メ

ー
ル
で
の
問
い
合
わ
せ
と
し

て
パ
ス
ポ
ー
ト
、
証
明
、
届

出
、
在
外
選
挙
等
＝ ryoji@

ny.m
ofa.go.jp

日
本
入
国
の

た
め
の
ビ
ザ
＝ visainfo@

ny.m
ofa.go.jp

そ

の

他

の

当

館

の

活

動
︵

政

治
、

広

報
・
文
化
等
︶
＝goiken@

ny.m
ofa.go.jp

　
を
伝
え
た
。

翌
24
日
に
電
話
は
復
旧
し
た
。

対
米
進
出
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所

会
社
設
立
か
ら
労
務
管
理
ま
で

空
港
の
白
タ
ク
に
ご
用
心

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
注
意
呼
び
か
け

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が

電
話
１
日
不
通
に

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.jetro.go.jp/
https://www.jetro.go.jp/
https://www.jetro.go.jp/
https://www.jetro.go.jp/
https://www.jetro.go.jp/
https://amnet-usa.com/news-webinar-japan-travel-june-2022/
http://www.panynj.gov/airports/jfk-taxi-car-van-service.html
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
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在
米
35
年
の
中
垣
顕
実
法
師

が
平
和
の
象
徴
と
し
て
卍
︵
ま

ん
じ
︶
を
取
り
戻
す
使
命
を
持

っ
て
世
界
中
を
旅
す
る
姿
を
追

っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

﹁M
anji

﹂
が
第
12
回
ア
ニ
ュ

ア
ル
・
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
映
さ
れ
る
。

監
督
は
木
滑
洋
介
氏
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
は
ア
ダ
ム
・
ワ
イ
ス

マ
ン
氏
。

　
日
本
で
﹁
ま
ん
じ
﹂
と
呼
ば

れ
る
シ
ン
ボ
ル
﹁
卍
﹂
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ス
ワ
ス
テ
ィ

カ
と
呼
ば
れ
、
吉
祥
︵
良
い
き

ざ
し
や
め
で
た
い
し
る
し
︶
を

表
す
が
、
欧
米
で
の
卍
︵
ハ

ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
＝
鉤
十
字
︶

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
や
白
人
至
上
主
義

な
ど
邪
悪
の
シ
ン
ボ
ル
と
見
な

さ
れ
、
仏
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
理
解
は
な

い
。
同
作
は
仏
教
の
僧
侶
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
平
和
Ｐ
Ｒ
Ｆ
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
代
表
を
務
め

る
中
垣
顕
実
法
師
が
良
き
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
﹁
卍
﹂
を
伝
え

る
た
め
に
世
界
を
旅
す
る
姿
を

追
っ
た
も
の
で
、
中
垣
法
師
は

﹁
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
通
し
て
、

真
理
を
知
る
こ
と
の

大
切
さ
、
反
対
す
る

価
値
観
を
ど
う
超
え

て
い
く
の
か
。
ダ
イ

ア
ロ
ー
グ
が
展
開
す

る
こ
と
を
願
う
﹂
と

語
っ
た
。
上
映
時
間

39
分
。
劇
場
上
映
は

６
月
５
日
︵
日
︶
午

後
７
時
か
ら
サ
ン
セ

ッ
ト
パ
ー
ク
高
校

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
35

丁
目
１
５
３
番
地
︶

講
堂
に
て
。

チ
ケ
ッ
ト
15
ド
ル
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
映
は

６
月
10
日
︵
金
︶
午

前
零
時
か
ら
午
後
11

時
59
分
ま
で
。

チケット購入
www.theartofbrooklyn.org/schedule--tickets.html

中
垣
顕
実
法
師
の
使
命

﹁
ま
ん
じ
﹂
と
﹁
鉤
十
字
﹂

対
極
の
価
値
観
問
う
映
画

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
日
米
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
﹁
エ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
﹂

の
第
５
回
年
次
展
覧
会
が
６
月

７
日
︵
火
︶
か
ら
18
日
︵
土
︶

ま
で
天
理
文
化
協
会
︵
13
丁
目

西
43
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
６
月
10
日
︵
金
︶
６
時
か
ら

８
時
ま
で
行
わ
れ
る
。

　
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
︵Society 

of 
Japanese and A

m
erican 

C
reators

︶
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
の
日
本
人
お
よ
び

非
日
系
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら

成
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て

２
０
１
７
年
６
月
に
発
足
。
年

次
展
覧
会
を
軸
に
日
米
芸
術
家

の
親
睦
と
文
化
交
流
の
輪
を
広

げ
、
毎
年
い
く
つ
か
の
個
展
・

グ
ル
ー
プ
展
を
企
画
・
運
営
し

て
い
る
。
今
年
は
新
メ
ン
バ
ー

８
人
お
よ
び
日
本
か
ら
参
加
の

５
人
を
迎
え
、
総
勢
38
人
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
コ
ロ
ナ
後
の
新

し
い
時
代
を
見
据
え
て
力
強
い

表
現
を
繰
り
広
げ
る
。

　
日
本
人
作
家
は
板
東
綾
子
、

藤
原
未
佳
子
、
花
房
万
紀
子
、

ヘ
ン
デ
ル
佳
奈
、平
之
内
美
穂
、

廣
瀬
公
美
、
百
田
和
子
、
河
合

敦
子
、
鞍
井
綾
音
、
久
住
真
理

子
、
松
尾
明
子
、
神
舘
美
会
子
、

永
野
み
き
、
中
島
健
一
、
大
野

廣
子
、
及
川
ひ
ろ
み
、
奥
村
泰

子
、
佐
治
宣
子
、
竹
田
あ
け
み
、

渡
嘉
敷
亨
、
山
本
章
子
、
安
井

雪
絵
、
依
田
洋
一
朗
、
由
賀
子

の
24
名
。
日
本
か
ら
は
後
藤
司

右
一
、
黒
須
信
雄
、
シ
ア
カ
章

子
、
ア
キ
・
ワ
タ
ナ
ベ
、
行
近

壯
之
助
の
５
名
が
参
加
す
る
。

　
10
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加

は
予
約
推
奨
だ
が
、
予
約
が
な

い
場
合
で
も
行
政
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
入
場
可
能
。
予

約
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
ウ
エ
ブ
サ

イ

ト https://sjacny.org/ 

を
参
照
。

第
５
回
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
展

天
理
文
化
協
会
で
６
月
７
日
か
ら

　
今
年
88
歳
を
迎
え
た
二
村
守

︵
に
む
ら
ま
も
る
︶
氏
の
初
個

展
﹁
未
知
の
宝
も
の
│
セ
ン
ト

ラ
ル
・
パ
ー
ク
の
贈
り
物
﹂
が

日
本
ク
ラ
ブ
７
階
日
本
ギ
ャ
ラ

リ
ー
︵
57
丁
目
西
１
４
５
番
地
︶

に
て
６
月
９
日
︵
木
︶
か
ら
22

日
︵
水
︶
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　
二
村
氏
は
１
９
６
５
年
、
35

歳
で
米
国
へ
移
住
。
正
式
な

美
術
教
育
は
受
け
て
い
な
い

が
、
若
い
頃
よ
り
絵
を
描
く
こ

と
へ
の
情
熱
を
持
ち
続
け
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
館
が
絵
画

を
学
ぶ
場
と
な
る
。
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
の
多
様
な
自
然
の
美

し
さ
、
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か

ら
得
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
、
超
現
実
的
、
抽
象
的
に
解

釈
し
、
表
現
し
て
い
る
。
自
己

の
作
品
の
進
化
を
通
し
て
、
多

様
な
情
報
源
か
ら
独
特
の
ス
タ

イ
ル
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
画

法
は
ジ
ェ
ッ
ソ
と
砂
を
下
地
に

塗
り
込
み
、
色
鮮
や
か
な
ア
ク

リ
ル
絵
の
具
で
描
く
独
特
な
も

の
。
何
年
に
も
わ
た
っ
て
何
百

点
も
の
抽
象
画
を
描
き
続
け
て

き
た
二
村
氏
の
初
個
展
と
な
る

本
展
で
は
、
そ
の
中
か
ら
約
30

点
を
厳
選
し
展
示
す
る
。

月
〜
金
・
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
、
土
・
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
、
日
曜
閉
館
。
入
場
無
料
。

詳
細
は

w
w

w
.nipponclub.org

二村守が初個展
日本ギャラリーで

６月９日から 22 日まで

Face the Music
最終コンサートで演奏

　
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
作

曲
を
学
ぶ
秦
悠
生
が
、
コ
ー
フ

マ
ン
マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
十
代
の
た
め

の
現
代
音
楽
に
特
化
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁Face the 

M
usic

﹂
の
最
終
コ
ン
サ
ー
ト

に
て
、
琴
と
チ
ャ
ン
バ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
楽
曲
﹁
意
場
所
﹂

を
発
表
す
る
。
６
月
６
日︵
月
︶

午
後
７
時
半
開
演
、
会
場
は
マ

ー
キ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

︵
67
丁
目
西
１
２
９
番
地
︶。
料

金
15
ド
ル
︵
任
意
︶。

　
琴
な
ら
で
は
の
特
徴
が
充
分

に
散
り
ば
め
ら
れ
た﹁
意
場
所
﹂

を
作
曲
し
た
秦
は
日
本
人
の
両

親
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

育
っ
た
自
身
を
熟
考
し
た
作
品

に
仕
上
が
っ
た
と
語
る
。
琴
を

演
奏
す
る
石
榑
雅
代
は
ウ
エ
ズ

リ
ア
ン
大
学
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
音
楽
部
で
琴
、
三
味
線
の
個

人
指
導
を
す
る
な
ど
、
30
年
に

渡
り
邦
楽
を
様
々
な
形
で
全
米

で
紹
介
し
て
い
る
。

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
の
秦
悠
生
が
作
曲

﹁
意
場
所
﹂
を
琴
の
石
榑

http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.theartofbrooklyn.org/schedule--tickets.html
https://sjacny.org/
https://sjacny.org/
https://sjacny.org/
https://hinomaru-limo.com/
https://aantcinc.com/
https://top.his-usa.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　
劇
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、
双
方

で
上
映
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

映
画
祭
﹁
第
12
回
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
フ

ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂

が
6
月
1
日
か
ら
12
日
ま
で

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
開
催
さ
れ

る
。
本
映
画
祭
で
は
中
村
賀

与
子
監
督
のE

xperim
ental 

Film

︵
実
験
映
像
︶ ﹁Social_

D
istancing

﹂
を
上
映
す
る
。

　C
ovid-19

の
対
策
と
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
公
園
管
理
運

営
課
の
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
に

社
会
的
距
離
を
置
く
た
め
の
教

育
を
行
っ
た
。
本
作
品
は
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
﹁Social_

D
istancing

﹂
を
画
像
と
音

声
に
変
換
し
、
違
っ
た
観
点
か

ら
デ
ー
タ
を
表
現
し
た
ビ
デ
オ

作
品
で
、
約
５
分
の
短
編
。

　
劇
場
上
映
は
６
月
４
日︵
土
︶

午
後
２
時
か
ら
、
サ
ン
セ
ッ
ト

パ
ー
ク
高
校
︵
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
35
丁
目
１
５
３
番
地
︶
講

堂
に
て
。
チ
ケ
ッ
ト
は
15
ド

ル
90
セ
ン
ト
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
６
月
９
日
︵
木
︶
正
午

か

ら
﹁M

oving Im
ages

　 A
nim

ation B
lock

﹂

を

上

映
。
チ
ケ
ッ
ト
は
10
ド
ル
。
い

ず
れ
の
チ
ケ
ッ
ト
も
短
編
12
本

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
料
金
︶
と
な
っ

て
い
る
。https://aobff22.eventive.org/fi lms/627c22e025c3fb005cacf1f1?fbclid=IwAR03ZR_

tj6_D__D8bn7S5KIcaZrCVJk5sJMz8GIq84tyYKi1a0NXlx8w_Hc

ブルックリン芸術映画祭

中
村
賀
与
子
監
督

社
会
的
距
離
を
作
品
に

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ク
に
あ
る
日
本
文
化

発
信
の
複
合
商
業
施
設
﹁
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂︵
３
番
街

９
３
４
番
地
︶
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
に
国
際
的
に
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
吉
野

美
奈
子
の
個
展
﹃Lovers 

│ 
C

onnect the W
orld

﹄

が

５
月
13
日
よ
り
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　
吉
野
は
来
米
直
後
に
遭
遇
し

た
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
の
体

験
か
ら
、
一
貫
し
て
﹁
愛
と
平

和
﹂
を
訴
え
る
作
品
を
発
表
し

続
け
て
い
る
。
同
展
で
は
代
表

作
で
あ
る
﹁
ラ
バ
ー
ズ
﹂
の
大

理
石
彫
刻
シ
リ
ー
ズ
、
調
和
を

伝
え
る
砂
油
彩
画
﹁
宇
宙
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
﹂、
東
日
本
大
震

災
時
に
制
作
さ
れ
た
デ
ニ
ム

着
物
﹁
不
死
鳥
﹂、
扇
ア
ー
ト

な
ど
20
点
を
展
示
す
る
ほ
か

折
鶴
を
呼
び
か
け
る
ビ
デ
オ

﹁C
O

N
N

E
C

T

﹂
の
上
映
も
し

て
い
る
。
22
日
に
は
、
吉
野
が

故
郷
富
山
県
に
制
作
し
た
ラ

バ
ー
ズ
像
の
維
持
管
理
費
を
支

援
す
る
た
め
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
大
吟
醸
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

酒
﹃Lovers X

O

﹄︵
Ｉ
Ｗ
Ｃ

シ
ル
バ
ー
メ
ダ
ル
受
賞
︶
の
試

飲
会
が
行
わ
れ
た
。会
場
で
は
、

次
の
ラ
バ
ー
ズ
・
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
参
加

す
る
折
鶴
も
集
め
て
い
る
。

　
最
終
日
と
な
る
6
月
12
日

︵
日
︶
に
は
午
後
3
時
か
ら
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

や
無
料
折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
﹁
吉
野
美
奈
子
と
作
る
平
和

の
翼
│
折
鶴
﹂
な
ど
が
行
わ
れ

る
。

吉
野
美
奈
子
が
個
展

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催
中

　
6
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
映
画
が
2
作
。
今
や
夫
婦

と
な
っ
た
菅
田
将
暉
と
小
松
菜

奈
が
ダ
ブ
ル
主
演
、
中
島
み
ゆ

き
の
名
曲
﹁
糸
﹂
を
映
画
化
し

た
壮
大
な
愛
の
物
語
﹁
糸
﹂
と
、

塩
田
武
士
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ミ

ス
テ
リ
ー
小
説
を
小
栗
旬
と
星

野
源
共
演
で
映
画
化
し
た
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ミ
ス
テ
リ
ー
超
大
作

﹁
罪
の
声
﹂
を
放
送
す
る
。
ま

た
昨
年
放
送
し
て
好
評
を
博
し

た
佐
藤
健
と
千
鳥
・
ノ
ブ
が
謎

解
き
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
す
る
バ
ラ

エ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
第
2
弾

﹁
佐
藤
健
＆
千
鳥
ノ
ブ
よ
！ 

こ

の
謎
を
解
い
て
み
ろ
！
〜
閃
き

の
諜
報
員
〜
﹂
も
登
場
す
る
。

　
ド
ラ
マ
は
、
荻
原
浩
の
直
木

賞
受
賞
作
を
美
し
い
映
像
で
ド

ラ
マ
化
し
た
﹁
海
の
見
え
る
理

髪
店
﹂、
池
松
壮
亮
が
名
探
偵
・

金
田
一
耕
助
を
演
じ
る
﹁
シ
リ

ー
ズ
横
溝
正
史
短
編
集
﹂
の
第

３
弾
を
放
送
す
る
ほ
か
、
柄
本

佑
、
鈴
木
杏
、
阿
部
サ
ダ
ヲ
共

演
の
本
格
派
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

サ
ス
ペ
ン
ス
、土
曜
ド
ラ
マ﹁
空

白
を
満
た
し
な
さ
い
﹂
と
、
特

選
！
時
代
劇
﹁
雲
霧
仁
左
衛
門

２
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
注
目

の
カ
ー
リ
ン
グ
日
本
選
手
権
・

女
子
決
勝
、
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア

ー
選
手
権
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
も

満
載
だ
。

横溝正史／写真・SMC&Broadcast

６
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

話
題
の
映
画
２
作
と

横
溝
正
史
の
短
編
集

https://aobff22.eventive.org/fi
http://www.idocenter.com
https://www.aozoragakuen.com/
https://goshikiprinting.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org


　
茄
子
を
油
で
揚
げ
る
と
か
な

り
油
を
吸
収
す
る
た
め
に
カ
ロ

リ
ー
が
気
に
な
り
ま
す
。
ク
ッ

ク
膳
に
茄
子
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
入
れ
て
電
子
レ
ン
ジ
で
加

熱
、
茄
子
は
柔
ら
か
く
、
鮮
や

か
な
紫
色
の
茄
子
に
仕
上
が
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20

揚
げ
茄
子
の
煮
浸
し

大
根
の
皮
と
き
ゅ
う
り
の
漬
物

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ

チ
キ
ン
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
マ
ト
煮

茄子 ................................ 3 本

オリーブオイル ...... 大さじ１

出し汁 ...................... 1 カップ

醤油 ........................ ４０ｃｃ

みりん ..................... 小さじ１

砂糖 ............................小さじ

材料

材料

鶏むね肉 ......................... ３枚
トマト ......................... 大 5 個
にんにく ......................... ３片
塩　 .......小さじ２／３から１
胡椒 ................................ 少々
オリーブオイル .......大さじ３
砂糖 ................................ 少々
付け合わせジャガイモ ... 小４個

エンジェルパスタ ....１００ｇ
水 .....................３００ｃｃ
オリーブオイル ......... 大１
塩 ...........................小 2/ ３
胡椒 ........................... 少々
生クリーム ................. 大４
バター ........................ 小１
ベーコン .................... １枚
にんにく .. ２片　スライス

材料

材料

︻
作
り
方
︼

①
パ
ス
タ
は
3
等
分
に
折
っ
て

ク
ッ
ク
膳
に
入
れ
、
残
り
の
材

料
を
加
え
ふ
た
を
し
て
電
子
レ

ン
ジ
で
13
分
加
熱
を
す
る
。
加

熱
後
は
よ
く
か
き
混
ぜ
る
。

 

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ

①
卵
黄
入
り

　
パ
ス
タ
の
材
料
に
卵
黄
１
個

を
加
熱
後
に
加
え
て
混
ぜ
る
。

②
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
入
り

　
旬
の
時
期
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

ト
マ
ト
は
水
分
が
多
く
、
ト
マ

ト
以
外
の
水
を
1
滴
も
加
え
ず

に
チ
キ
ン
と
煮
込
む
美
味
し
さ

は
格
別
で
す
。
鶏
肉
と
ト
マ
ト

の
旨
味
が
凝
縮
さ
れ
た
ソ
ー
ス

は
パ
ス
タ
に
も
よ
く
合
い
ま
す
。

︻
作
り
方
︼

①
ト
マ
ト
を
一
口
大
に
切
り
、

ニ
ン
ニ
ク
は
ス
ラ
イ
ス
に
し
ま

す
。

②
鶏
肉
は
2
つ
に
切
り
分
け
ま

す
。

③
厚
手
の
お
鍋
に
、
①
の
ト
マ

　
今
月
の
生
き
生
きE

A
T

S

は
、
本
紙
連
載
﹁
ア
ー
ト
ク
ッ
キ

ン
グ
﹂
で
お
馴
染
み
の
料
理
研
究
家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん
に
、

茄
子
の
煮
浸
し
、
大
根
の
皮
と
胡
瓜
の
漬
物
、
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
、

チ
キ
ン
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
マ
ト
煮
の
美
味
し
い
作
り
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
上
記
に
卵
黄
を
入
れ
て
混

ぜ
、
パ
ル
メ
ザ
ン
大
さ
じ
１
を

加
え
て
混
ぜ
る

ト
と
に
ん
に
く
、
②
の
鶏
肉
を

入
れ
て
塩
、
胡
椒
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
ふ
た
を
し
て

ゆ
っ
く
り
煮
込
み
ま
す
。
途
中

で
皮
付
き
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
加

え
て
ふ
た
を
し
て
さ
ら
に
ト
マ

ト
の
水
分
が
少
な
く
な
り
、
ソ

ー
ス
に
と
ろ
み
が
で
る
ま
で
煮

込
み
ま
す
。
最
後
に
砂
糖
を

少
々
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
て
３

か
ら
4
分
煮
ま
す
が
、
鶏
肉
に

竹
く
し
を
さ
し
て
柔
ら
か
い
か

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
出
来
上

が
り
ま
し
た
ら
、
や
や
深
め
の

お
皿
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
と
も
に

盛
り
つ
け
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を

か
け
、
ハ
ー
ブ
を
添
え
ま
す
。

プロフィール＝東京、ニューヨークを
拠点に活躍。ニューヨークカリナリー
料理学校、タイムワーナーにあるウイ
リアムソノマ、パリの名門料理学校ル・
コルドンブルー本校をはじめ、イギリ
ス、シカゴのコルドンブルー料理学校
でも講師を務める。Ｍａｃｈｉｋｏ　
ｃｏｏｋｉｎｇ　ＵＳＡを代表。パー
ティーのプレゼンテーションや食と音
のコンサートの総合プロデュース、食
を中心のイベント、企画を手掛ける。
10 年の歳月をかけて考案をした電子
レンジ調理鍋「クック膳」を世界的な
商品に育てる。
クック膳は経済産業省大賞受賞。

千
葉
真
知
子
さ
ん

大根の皮 .................６ｃｍ

胡瓜 ............................ 1 本

醤油 .................... ６０ｃｃ

オリゴ糖 ............. 小さじ２

り
、
カ
ロ
リ
ー
も
少
な
め
で
す
。

紫
色
の
茄
子
に
調
味
料
を
加
え

た
出
し
汁
で
煮
含
め
ま
す
と
簡

単
で
美
味
し
い
茄
子
の
煮
浸
し

の
出
来
あ
が
り
で
す
。

︻
作
り
方
︼

①
茄
子
は
半
分
に
切
り
、
さ
ら

に
半
分
に
切
る
。

②
ク
ッ
ク
膳
に
茄
子
を
入
れ
て

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
加
え
て
電

子
レ
ン
ジ
で
3
分
か
ら
4
分
加

熱
を
す
る
。

③
鍋
に
出
し
汁
、
醤
油
、
み
り

ん
、
砂
糖
を
入
れ
て
熱
し
、
②

の
茄
子
を
入
れ
て
さ
っ
と
煮
含

め
る
。

　
大
根
の
皮
は
捨
て
て
い
ま
せ

ん
か
？
大
根
の
皮
と
胡
瓜
を
切

り
、
タ
ッ
パ
ー
に
入
れ
て
お
醤

油
と
オ
リ
ゴ
糖
を
加
え
て
冷
蔵

庫
に
寝
か
せ
る
だ
け
の
簡
単
な

1
品
で
す
。
大
根
の
皮
だ
か
ら

こ
そ
、
ぱ
り
ぱ
り
し
た
と
て
も

お
い
し
い
即
席
漬
け
が
作
れ
る

の
で
す
。
お
好
み
で
み
ょ
う
が

や
人
参
の
皮
を
加
え
て
も
美
味

し
い
も
の
で
す
。

︻
作
り
方
︼

①
大
根
の
皮
は
3
ｃ
ｍ
の
長
さ

に
切
り
、
さ
ら
に
7
か
ら
8
ミ

リ
の
幅
に
切
り
ま
す
。
胡
瓜
も

同
じ
大
き
さ
に
切
り
ま
す
。

②
タ
ッ
パ
ー
に
①
の
胡
瓜
、
醤

油
、
オ
リ
ゴ
糖
を
加
え
て
さ
っ

と
混
ぜ
、
ふ
た
を
し
て
冷
蔵
庫

で
1
時
間
ほ
ど
ね
か
せ
ま
す
。

③ 

②
の
大
根
の
皮
と
胡
瓜
を

器
に
盛
り
付
け
ま
す
。
醤
油
と

オ
リ
ゴ
糖
の
水
分
は
残
し
て
お

き
、
も
う
一
度
大
根
、
胡
瓜
を

切
っ
て
加
え
、
2
回
使
う
こ
と

が
出
来
ま
す
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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   The pre-game first pitch ceremony 
by Ambassador Mikio Mori, Consul 
General of Japan in New York, was 
scheduled to be held on the evening 
of May 13 at Citi Field, the New York 
Mets’ ballpark, but due to an oversight 
by the team, the ceremony was not held 
just before the Ambassador threw the 
ball on the mound. On this day, “Japan 
Night” was held at the stadium as a 
pre-publicity event for the Japan Parade 
to be held in Manhattan the following 
day. The mood was full of excitement. 
Many Japanese people came to the 
stadium to enjoy the Japan Night cer-
emony and the first pitch. When Am-
bassador Mori’s name was announced 

    The world’s fi rst 8K endoscope was 
developed by Japanese doctors using 
technology from the NHK Broadcast-
ing Technology Research Laboratories 
(NHK Giken). It enables extremely 
thin nerves and blood vessels to be 
projected on a large screen, making 
advanced surgical operations safer 
than ever before. How will this unprec-
edented resolution change the medical 
fi eld? We interviewed the developers.
    The world’s fi rst 8K rigid endoscope 
was developed by Dr. Toshio Chiba, 
a surgeon, who is a project  profes-
sor at Juntendo University School of 
Medicine and a chairman of Medical 
Innovation Consortium (general incor-
porated association) originally to per-
form endoscopic surgery on fetuses.
    It all started in 2006, when Chiba, 
who was working as a doctor at the 
National Center for Child Health and 
Development (NCCHD), was glued 
to a documentary broadcast on NHK 
about the arrest of hijackers. He was 
fascinated by the fact that the faces 
of the people involved were clearly 
visible, despite the fact that the camera 
footage was shot late at night in total 
darkness. “I strongly felt that I want-
ed to utilize this video technology in 
endoscopic surgery,” he said. Without 
making an appointment, he immedi-
ately went to NHK Giken, which was 
located across the street from his offi ce 
at the NCCHD. As luck would have 
it, he bumped into Kenkichi Tanioka, 

then director of the institute. On the 
spot, he decided to start development 
of “HARP” night-vision technology 
and “8K” ultra-high definition tech-
nology for use in rigid endoscopes.
    Chiba, who joined the world’s fi rst 
clinical surgery using an 8K rigid lap-
aroscope to remove a gallbladder, was 
amazed at the high-defi nition images 
projected on the monitor screen. The 
8K image has 16 times more pixels 
than the 2K endoscope currently in 
use, enough to read a newspaper 10 
meters away, and clearly shows even 
the extra-fine blood vessels, nerve 
fi bers and sutures that are invisible to 
the naked eye. “It was as if we were 
operating inside the patient’s abdo-
men, like watching the movie ‘Micro-
scopic Death Zone’ (a 1966 American 
science fi ction fi lm),” he says.
    However, the prototype 8K endo-
scope introduced clinically in 2014 
weighed 2.5 kg; even a two-or-so-hour 
operation with the machine in one’s 
hands was quite a burden. Therefore, 
making it smaller and lighter for 
practical use in surgery was a major 
challenge. After much effort, Dr. Chi-
ba succeeded in reducing the weight 
to 450 g in just four months. 8K rigid 
endoscopes were put to practical use 
in 2017, and the “8K surgical micro-
scope” was subsequently launched.
    Japan has very high technological 
capabilities in 8K image sensors and 
endoscopic lenses, which has made 

it possible to put this technology to 
practical use,” he recalls. Compared 
to conventional endoscopes, 8K gives 
overwhelmingly realistic sensations 
as if you were there. Once you experi-
ence it, you will never go back to the 
image quality of the past. This tech-
nology, which allows detailed precise 
observation of the internal structures 
of the body, will not only enable safer 
and more accurate surgery, but will 
also be able to perform operations 
that were extremely difficult previ-
ously. “It will also make it possible 
to use surgical techniques of skilled 
surgeons for educational purposes, 
and to more practically provide online 
medical care and remote surgery by 
specialists,” Chiba says, adding that 

loudly over the field announcements, he 
responded to the cheers by waving to the 
audience. The Mets pitcher, however, 
paid no attention to the Ambassador and 
continued his pitching practice. The Mets 
baseball team posted the following apol-
ogy on its website. “We deeply and sin-
cerely apologize for the disruption during 
the first pitch ceremony on Friday, May 
13 and any offense it caused for Japanese 
Ambassador Mori this past week. We 
take full responsibility for the timing and 
process miscommunication and hope to 
have the opportunity for the Ambassador 
and his guests to return for a future game 
to celebrate and throw the ceremonial 
fi rst pitch.”  (Photo & article by Ryoichi Miura)

the potential in medicine is great. Chi-
ba adds, “It is important to put good 
things to practical use as quickly as 
possible. To achieve this, I believe that 
open innovation that crosses national 
and industrial boundaries is neces-
sary. Indeed, we would like to cooper-

ate with people and companies overseas 
to develop and extend 8K technology.” 
Japanese imaging technology, which 
has developed mainly in TV broadcast-
ing, has an impact that could change the 
future of medicine.
 (Ryoichi Miura, reporter; also photo)

      Dr. Toshio Chiba graduated from Tohoku University School of Medicine and worked there as a pediatric surgeon until 1996. He was appointed as a 
Visiting Assistant Professor (Michael R. Harrison Professor) at the Fetal Treatment Center, University of California, San Francisco (UCSF) in 1997, and 
became a Visiting Professor and Senior Research Fellow at UCSF in 1998. In 2001, he returned to Japan to become Director of the Department of Spe-
cial Medicine at the NCCHD, and also served, from 2013, as a Professor at the Graduate School of Information Science and Technology, the University 
of Tokyo. In 2006, he began developing an 8K endoscope together with NHK Giken, based on his experience performing fetal endoscopic surgery in the 
U.S. In 2014, he led the world-fi rst clinical 8K endoscopic surgery to success. In 2012, he started the Medical Innovation Consortium (MIC). In Febru-
ary 2020, he won the Albert Schweitzer Prize for his outstanding achievements, including the world’s fi rst success in the 8K endoscopic surgery and its 
subsequent business development. He is currently a professor at Juntendo University School of Medicine. Dr. Chiba is the husband of Machiko Chiba, a 
well-known cookery specialist who contributes regularly to this newspaper.

Dr.Toshio Chiba

JAPAN VOICE
COOL JAPAN FROM THE NEW YORKER’S VIEW POINT

Developed the world’s 
fi rst 8K endoscope

MEDICAL INNOVATION CONSORTIUM
Chairman of the Board of Directors

TOSHIO CHIBA, MD, PhD
Mets baseball team’s big blunder
Not throwing out the fi rst pitch 
by Ambassador Mori of Japan

Mets pitcher practice pitching with the ambassador next to him ( May 13 at Citi Field)

THE

https://america-keitai.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス
︵
新

元
良
一
校
長
︶
で
は
、
5
月
19

日
、
バ
ス
に
乗
っ
て
ブ
ロ
ン
ク

ス
動
物
園
へ
遠
足
に
出
か
け

た
。

　
子
ど
も
達
は
車
窓
か
ら
の
眺

め
を
楽
し
み
な
が
ら
﹁
あ
と
何

分
で
動
物
園
に
着
く
の
？
﹂
と

幾
度
と
な
く
た
ず
ね
、
動
物
た

ち
に
会
う
の
が
待
ち
き
れ
な
い

様
子
。
動
物
園
で
は
ア
フ
リ
カ

ン
プ
レ
イ
ン
ズ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

ワ
ー
ル
ド
、
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ズ

ー
を
探
検
し
た
。
絵
本
な
ど
で

な
じ
み
の
あ
る
キ
リ
ン
、
ラ
イ

オ
ン
、
ワ
ニ
を
は
じ
め
、
珍
し

い
バ
ク
、
ア
リ
ク
イ
、
レ
オ
パ

ー
ド
な
ど
、
普
段
目
に
す
る
こ

と
の
な
い
動
物
た
ち
に
子
供
た

ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
。
新

緑
あ
ふ
れ
る
園
内
は
ト
ラ
ム
に

乗
っ
て
散
策
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
遠
足
と

な
っ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

全
日
制
幼
児
春
の
遠
足

　
J
O
E
S
︵
公
益
財
団
法
人 

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
︶
で

は
海
外
か
ら
一
時
帰
国
中
ま
た

は
本
帰
国
し
た
小
・
中
・
高
校

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

帰
国
後
の
進
学
に
関
す
る
帰
国

子
女
受
入
校
の
情
報
や
相
談
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、﹁
帰
国
生
の
た
め
の
学

校
説
明
会
﹂
を
２
０
０
２
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
本
年

度
も
5
月
下
旬
か
ら
10
月
末
の

期
間
に
、
特
設
サ
イ
ト
を
設
け

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。

　
同
会
に
は
全
国
の
帰
国
子
女

受
入
校
が
多
数
参
加
、
各
学
校

の
学
校
情
報
が
得
ら
れ
る
ほ

か
、
初
め
て
学
校
選
択
を
す
る

参
加
者
向
け
に
﹁
学
校
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
﹂
を
特
集
し
た
情
報

コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
、
各
種
講

演
や
座
談
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

の
た
め
、
世
界
中
ど
こ
か
ら
で

も
参
加
可
能
。
参
加
費
無
料
。

開
催
内
容
︵
予
定
︶

●
学
校
情
報
の
公
開
・
検
索 

、

学
校
選
び
の
ポ
イ
ン
ト︵
資
料
・

動
画
︶

●
ラ
イ
ブ
配
信
イ
ベ
ン
ト

・
学
校
説
明
会
︵
ラ
イ
ブ
配
信

後
は
録
画
配
信
あ
り
︶・
帰
国

生
O
B
・
O
G
体
験
談
、
座
談

会
・
J
O
E
S
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
講
話

詳
細
・
申
し
込
み

h
ttp

s
://w

w
w

.jo
e

s
.

or.jp
/k

ojin
/k

ok
u

n
ai_

setsum
eikai

＊
J
O
E
S
公
式
S
N
S
や
メ

ル
マ
ガ
で
は
参
加
校
の
紹
介
や

各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
案
内
等
の
情

報
を
随
時
配
信
し
て
い
る
。

■

T
w

itte
r

＠

jo
e

s_
kikoku

で
検
索

■

F
acebook

　h
ttps://

w
w

w
.faceb

o
o

k
.co

m
/

joes.kaigaishijo/

■

メ

ー

ル

マ

ガ

ジ

ン
　

https://b.bm
e.jp/bm

/p/f/
tf.php?id=joes_m

ail

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
で
は
、

５
月
２
日︵
月
︶か
ら
６
日︵
金
︶

ま
で
を
﹁
鯉
の
ぼ
り
週
間
﹂
と

し
、
第
二
駐
車
場
と
メ
イ
プ
ル

広
場
に
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
た
。

五
月
晴
れ
の
空
を
悠
々
と
泳
ぐ

鯉
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声

が
上
が
っ
て
い
た
。
空
の
青
、

桜
の
ピ
ン
ク
、
そ
し
て
色
と
り

ど
り
の
鯉
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
日
本
人
学
校
を
彩
り
、
ア
メ

リ
カ
に
い
な
が
ら
も
日
本
文
化

に
触
れ
る
一
週
間
と
な
っ
た
。

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
︵
濟

藤
和
彦
校
長
︶
幼
稚
園
部
で
は
、

5
月
15
日
に
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

行
っ
た
。
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

は
な
く
、
現
地
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
ず
体
操
を
し
、
広
げ
た
新
聞

紙
の
上
に
親
子
で
乗
り
、
じ
ゃ
ん

け
ん
で
負
け
る
と
紙
を
半
分
に
折

っ
て
い
く
と
い
う
新
聞
紙
じ
ゃ
ん

け
ん
ゲ
ー
ム
、
湖
を
一
周
す
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お
た
ま
と
丸
め

た
靴
下
を
使
っ
た
玉
子
レ
ー
ス
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
的
当
て
、
パ
カ
ポ

コ
歩
き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
日
本
の
伝
統
の

遊
び
や
、
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
子

供
た
ち
は
新
緑
の
中
を
力
い
っ
ぱ

い
駆
け
抜
け
、
歓
声
が
飛
び
交
い
、

親
子
や
友
達
と
共
に
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー(

ガ
イ
ズ

ラ
ー
じ
ゅ
ん
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
で
は
、
７
月
５
日
か
ら
８

月
26
日
ま
で
幼
児
部
と
小
学
部

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
。
日
本
の
伝
統
文
化
を
テ
ー

マ
に
、
夏
祭
り
、
日
本
の
あ
そ

び
な
ど
を
体
験
で
き
る
。
小
学

部
で
は
水
泳
や
理
科
実
験
、
日

本
語
学
習
な
ど
も
行
う
。
一
週

間
か
ら
参
加
可
能
。

■
開
催
期
間
　
７
月
５
日︵
火
︶

〜
８
月
26
日
︵
金
︶
午
前
９
時

半
〜
午
後
３
時
半
︵
早
朝
、
延

長
預
か
り
有
り
︶

■
参
加
費
用
　
小
学
部
︵
1
年

生
〜
２
年
生
︶
１
週
間
６
２
５

ド
ル 

・
幼
児
部
︵
参
加
時
３

歳
以
上
︶
１
週
間
６
０
０
ド
ル 

■
場
所
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
１
０
３
丁
目
西
３
１
０
番
地
︶

■
申
込
み
期
限
　
参
加
希
望
週

の
２
週
間
前
ま
で
■
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
　friends.

nyikuei@
gm

ail.com

電

話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
ま

で
。

楽しい
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Ｏ
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Ｓ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.joes.or.jp/kojin/kokunai_setsumeikai
https://www.facebook.com/joes.kaigaishijo/
https://b.bme.jp/bm/p/f/tf.php?id=joes_mail
http://starchildny.com
http://villagewellusa.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.jwsny.org
http://www.jwsnj.org/


(13  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）5 月 28 日（土）

Ｑ
　
小
学
生
を
連
れ
て
初
め
て

赴
任
し
ま
し
た
。
日
本
に
帰
国

後
は
私
立
中
学
校
に
通
わ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
帰
国
入

試
な
ら
何
も
準
備
し
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？
日
本
の
勉
強

も
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
　
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
転
校

し
た
ば
か
り
で
は
言
葉
や
授
業

だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
に
も

戸
惑
う
こ
と
が
多
い
で
し
ょ

う
。
先
を
見
据
え
て
準
備
す
る

こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す

が
、
ま
ず
は
今
の
学
校
に
楽
し

く
通
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　
日
本
で
は
帰
国
入
試
に
限
ら

ず
、
英
語
一
教
科
入
試
を
実
施

す
る
私
立
中
学
校
が
増
え
て
い

ま
す
。
受
験
準
備
を
特
に
し
な

く
て
も
合
格
を
い
た
だ
け
る
学

校
も
あ
り
ま
す
が
、
中
高
六
年

間
の
学
校
生
活
を
考
え
る
と
、

帰
国
生
の
受
け
入
れ
も
含
め
た

校
風
や
教
育
、
通
学
な
ど
の
面

で
お
子
様
に
あ
っ
た
学
校
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
帰
国
入

試
の
場
合
、
英
語
に
プ
ラ
ス
し

て
国
語
と
算
数
の
三
教
科
受
験

を
選
択
肢
に
加
え
れ
ば
、
受
験

校
が
ぐ
っ
と
増
え
ま
す
。
帰
国

後
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
英

語
の
み
の
教
育
を
施
し
て
い
る

中
学
校
で
な
い
限
り
、
私
立
で

も
公
立
で
も
日
本
語
に
よ
る
学

習
と
な
り
ま
す
。
特
に
私
立
中

学
校
で
は
、
理
科
、
社
会
も
し

っ
か
り
勉
強
し
て
き
た
子
ど
も

た
ち
の
中
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
あ
る
程
度
は
日
本

の
学
習
も
進
め
て
お
い
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
私
立
中
学
校

の
一
般
入
試
は
小
学
校
で
学
習

し
な
い
も
の
も
出
題
さ
れ
ま

す
。
帰
国
入
試
で
は
難
解
な
長

文
や
難
問
奇
問
は
課
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
一
般
入
試
の
基
本
的
な

も
の
は
出
題
さ
れ
ま
す
。
受
験

が
近
い
学
年
に
な
っ
た
時
に
は

対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
だ
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
な

じ
ん
で
い
な
い
現
在
、
帰
宅
後

に
好
き
な
本
や
漫
画
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
日
本
語
に
触

れ
る
こ
と
は
ホ
ッ
と
す
る
時
間

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に
手
に

入
り
ま
す
か
ら
、
時
間
を
決
め

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
見
せ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
英
語

に
囲
ま
れ
た
中
で
、
家
族
の
会

話
以
外
に
日
本
語
を
見
て
聞
く

だ
け
で
も
日
本
語
力
の
保
持
に

つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
年

相
当
の
漢
字
や
計
算
の
ド
リ
ル

を
用
意
し
て
、
余
裕
の
あ
る
時

に
少
し
の
時
間
で
も
、
可
能
で

あ
れ
ば
毎
日
続
け
ら
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
数
行
で
よ
い
の
で
日

記
を
つ
け
る
こ
と
も
お
勧
め

で
す
。
英
語
一
教
科
入
試
で

は
、
帰
国
生
の
日
本
語
力
を
見

る
た
め
に
日
本
語
作
文
を
課
す

学
校
が
あ
り
ま
す
。
難
し
い
内

容
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
ど
の
程
度
漢
字
が
書
け
る

の
か
、
伝
え
ら
れ
る
文
章
に
な

っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
見
る
よ

う
で
す
。
学
校
に
よ
り
字
数
は

異
な
り
ま
す
が
、
二
百
字
か
ら

四
百
字
程
度
と
書
き
慣
れ
な
い

と
か
な
り
多
く
感
じ
る
分
量
で

す
。
受
験
の
前
に
急
に
作
文
の

練
習
を
始
め
て
も
思
う
よ
う
に

書
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
し
、

慣
れ
て
い
な
い
と
苦
に
な
り
ま

す
。
今
日
あ
っ
た
こ
と
を
短
文

で
書
く
こ
と
に
慣
れ
て
い
れ
ば

長
い
作
文
に
も
順
応
し
て
い
き

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
作
文
で

も
面
接
で
も
、
海
外
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を

聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

ま
と
め
て
お
く
と
慌
て
ず
に
済

み
ま
す
。
英
語
で
も
日
記
を
書

く
習
慣
が
つ
け
ば
ベ
ス
ト
で
す

ね
。

　
英
検
な
ど
の
有
級
資
格
を
加

点
す
る
学
校
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
受
検
し
て
お
く
こ
と
も
お

勧
め
で
す
。
英
検
は
日
本
式
の

テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資

格
が
ず
っ
と
有
効
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
文
法
を
勉
強
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
す
。

　
日
本
で
も
各
教
科
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
や
I
T
機
器
を
使
用
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
高
校
ま
で
は
数
学
は
筆

算
で
、
テ
ス
ト
や
作
文
、
小
論

文
、
実
験
結
果
な
ど
﹁
紙
に
書

く
﹂こ
と
は
と
て
も
多
い
で
す
。

帰
国
後
は
ア
メ
リ
カ
で
学
習
し

な
か
っ
た
科
目
や
知
ら
な
い
学

習
用
語
に
直
面
し
ま
す
か
ら
、

少
し
で
も
苦
手
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
て
お
く
と
い
い
で
し

ょ
う
。

　﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生
母
の

会
﹂
で
は
﹁
母
親
が
歩
い
て
見

た
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案

内
﹂
を
毎
年
九
月
に
発
行
し
て

い
ま
す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う

首
都
圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集

め
た
帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

入
試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
H
P 

を
ご
覧

の
上
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        石山由美子相談員
 滞在歴と滞在時の子供の年齢：北京（４年）長男 ６〜 10 歳、次男 2 〜 6 歳、長女 7 か月〜４歳

大連（１年）次男 12 〜 13 歳、長女 10 〜 11 歳

帰国入試に向けてやっておくことは？

　law

︵
法
律
︶
が
通
じ
な
い

と
い
う
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
今
日
はlaw

とlow

の

発
音
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　
日
本
語
で
﹁
ロ
ー
﹂
と
い
う

と
上
唇
が
キ
ュ
ッ
と
下
が
り
ま

す
が
、
英
語
のlaw

は
、
単

語
の
初
め
か
ら
最
後
ま
で
、
上

唇
が
フ
レ
ア
ー
ス
カ
ー
ト
の
よ

う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
、
ゆ
る
く
広

が
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
上
を
見
上
げ
て
大
笑
い
し

て
い
る
よ
う
な
口
で
す
。

　
指
で
上
唇
を
ス
カ
ー
ト
捲

り
す
る
よ
う
に
つ
ま
ん
だ
ま

ま
、
上
を
む
き
、
笑
い
な
が
ら
、

law

の
発
音
を
練
習
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、low

は
母
音
の
途
中

か
ら
唇
が
窄
ま
る
こ
と
で
、
音

色
が
変
わ
り
ま
す
。
上
唇
が
下

が
り
音
が
こ
も
っ
た
感
じ
が
す

る
た
め
に
、law

よ
り
は
、
日

本
語
の
﹁
ロ
ー
﹂
に
似
て
い
ま

す
。

　
こ
の
二
つ
の
違
い
を
知
る

と
、coffee

を
オ
ー
ダ
ー
し

てC
oke

が
出
て
く
る
問
題

も
解
決
し
ま
す
。
同
様
に
、

caught - coat / saw
 - so 

/ aw
e - oh 

等
全
て
、
同
じ

比
較
と
な
り
ま
す
。

　
6
月
5
日
︵
日
︶
午
前
9
時

か
ら
の
無
料
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
こ
の
二
つ
の
母
音
を
詳

し
く
お
教
え
し
ま
す
。
詳
細

はinquiry@
slidem

ethod.
com

 

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

law が通じない！

11

http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/


2022 年（令和 4 年）5 月 28 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［企画のページ］　　(14  )

新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

5 5/1/22 5/31/22 11:59:59pm 5/51/22

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

5 5/1/22 6/6/22 6/7/22 7 7 7

6 6/1/22 7/6/22 7/7/22 7 7 7

7 7/1/22 8/4/22 8/5/22 7 7 7

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

幼
な
子
の 

ま
つ
げ
に
そ
よ
と 

春
の
風 

前
田
須
美
子  

Ｎ
Ｊ
州

囀
さ
え
ず
りや 

毎
朝
ダ
ッ
シ
ュ
す
る 

少
年

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

春
の
野
や 

お
の
が
影
踏
む 

昏
る
る
ま
で

島
崎
志
津
香  

Ｎ
Ｊ
州

蛙
の
子 

親
と
思
う
て 

足
を
吸
う澪

つ
く
し  

Ｎ
Ｙ
州

寄
り
道
す 

行
く
も
帰
る
も 
レ
ン
ゲ
摘
む
　

角
谷
妙
子  

Ｎ
Ｙ
州

し
し
と
う
を 

は
や
摘
む
朝
や 

忘
れ
霜
　

森
柾
光
央  
Ｎ
Ｙ
州

そ
よ
と
吹
く 

風
に
身
ぶ
る
い 

散
る
桜
　

大
沼
順
子  

Ｎ
Ｙ
州

級
友
よ 

成
人
式
で 

会
い
ま
し
ょ
う
　

花
田
真
悠  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６
　
12
歳
︶
　

 

雪
が
ふ
り 

け
っ
し
ょ
う
ゆ
び
に 

と
ま
っ
た
よ
　

竹
田
真
理  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
小
３
　
８
歳
︶

雪
の
朝 

わ
た
し
の
て
ぶ
く
ろ 

い
え
の
な
か
　

高
井
義
梨  

Ｎ
Ｙ
州

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
小
２
　
７
歳
︶

ク
リ
ス
マ
ス 

ぼ
く
も
う
ま
れ
た 

す
て
き
な
日
　

秋
庭
孝
太
朗  

Ｎ
Ｙ
州

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
８
歳
︶

補
習
校 

運
動
会
を 

今
年
こ
そ

プ
ラ
イ
ス
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン  

Ｐ
Ａ
州

(

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
16
歳) 

防
犯
の 

カ
メ
ラ
で
見
守
る 

ロ
ビ
ン
の
巣

マ
ン
ト
ン
み
あ  

Ｐ
Ａ
州

 (

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
16
歳
︶

　雨
宿
り 

姉
と
イ
ヤ
フ
ォ
ン 

半
分
こ
　

宇
佐
美
杏
里
彩  

Ｐ
Ａ
州

︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
９
歳
︶

asking a favor
of my neighbor
nodding sun� ower

─Garry Gay, CA
  
� rst
to � nd the puddle
donkey ears
─Roberta Beach Jacobson, IA

 
cloud color
circling the drain
where the sun went down

─Julie Schwerin, WI
 
budding
with raindrops
spring orchard

─Marilyn Ashbaugh, MI

 contrails…
my poems fade
into obscurity

─Susan Burch, MD
 
around the tombs
a warm scent of thyme--
remaining days

─Ruth Holzer, VA
 
plein air
painting a woodpecker
into its sound

─Dan Schwerin, WI      

「4月選考通過作品」

　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の4月分の応募を締め切り、厳
正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳

未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い

たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き5月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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皆
さ
ん
は
、﹁
蒔
か
ぬ
種
は

生
え
ぬ
﹂
と
言
う
こ
と
わ
ざ
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味 

は
、﹁
思
っ
て
い
る
ば
か
り
で

は
物
事
何
も
始
ま
ら
な
い
。
と

に
か
く
ス
タ
ー
ト
し
な
い
と
い

け
な
い
。﹂
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
に
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
わ
ざ
が
大
事
で
す
が
、
こ
と

わ
ざ
事
典
で
探
し
て
見
つ
け

て
、
色
々
な
経
験
も
あ
っ
て
こ

の
こ
と
わ
ざ
を
座
右
の
銘
と
決

め
ま
し
た
。

　
一
つ
目
の
経
験
は
、
部
屋
を

整
理
し
た
り
、
新
し
い
物
を
買

っ
た
り
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き

で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
整
理
し
ま

し
た
が
、
何
ヶ
月
経
っ
て
も
整

理
を
進
め
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
結
局
、
整
理
を

し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
二
つ
目
の
経
験
は
、
学
校
で

﹁
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
﹂
に
申

し
込
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

月
曜
日
と
火
曜
日
に
あ
り
、
他

の
お
け
い
こ
と
重
な
り
コ
ー
チ

に
質
問
も
し
な
い
で
あ
き
ら
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
、
私
は
、

後
悔
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

仲
の
良
い
友
達
と
も
っ
と
時
間

を
過
ご
せ
た
の
に
、
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
三
つ
目
の
経
験
は
、
私
の
家

で
は
毎
夏
、
家
に
あ
る
畑
で
、

祖
母
が
色
々
な
野
菜
を
育
て
ま

す
。
去
年
、
私
は
祖
母
を
手
伝

お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
た
結
局
何
も
せ
ず
に
や
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
し
私
が
、
手

伝
っ
て
い
た
ら
も
っ
と
た
く
さ

ん
野
菜
が
取
れ
た
だ
ろ
う
し
祖

母
に
ふ
た
ん
を
少
な
く
で
き
た

し
自
分
で
育
て
た
物
を
食
べ
る

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
経
験
は
、
思
っ

て
い
た
の
に
し
な
か
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な 

時
、
担
任
の
先
生
が
﹁
座
右
の

銘
に
し
た
い
言
葉
を
決
め
ま
し

ょ
う
。﹂
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
と
わ
ざ
事
典

で
﹁
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
﹂
と

い
う
こ
と
わ
ざ
を
見
つ
け
ま
し

た
。

 

中
学
校
に
行
っ
て
も
、
こ
の

座
右
の
銘
の
よ
う
に
、
あ
れ
こ

れ
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
何
か
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

テ
ニ
ス
の
も
っ
と
う
ま
い
レ
ベ

ル
に
い
く
た
め
に
な
わ
と
び
を

し
た
り
、
素
振
り
を
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
中
学
校
で
行
わ
れ

る
３
マ
イ
ル
ラ
ン
に
迷
っ
て
い

ま
し
た
が
申
し
込
み
ま
し
た
！

こ
う
い
う
ふ
う
に
迷
わ
ず
に
何

か
を
信
じ
て
決
め
た
り
、
そ
れ

を
色
々
考
え
す
ぎ
ず
に
や
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。
中
学
校
に  

行
っ
て
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
二
〇
二
一
年
は
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
で
し
た
。
移
動

教
室
や
運
動
会
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
も
ち
つ
き

大
会
、
書
き
初
め
大
会
な
ど

の
、
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
私

は
学
園
祭
が
一
番
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
学
園
祭

は
色
々
な
事
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
日
本
語
劇
の

台
本
を
書
く
こ
と
に
挑
戦
し

た
こ
と
で
し
た
。
私
は
友
達

と
英
語
の
本
に
つ
い
て
台
本

を
書
き
ま
し
た
。
本
の
名
前

は
﹁M

rs. Frisby and the 
R

ats of M
IM

H

﹂
で
す
。
こ

の
本
は
今
年
、
ニ
ュ
ー
ベ
リ

ー
賞
を
と
っ
て
か
ら
五
十
周

年
を
記
念
し
て
い
ま
す
。
野

ね
ず
み
の
家
族
と
非
常
に
か

し
こ
い
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
た
ち
の

物
語
で
す
。
私
達
は
気
持
ち

を
せ
い
い
っ
ぱ
い
こ
め
て
、

本
を
訳
し
な
が
ら
台
本
を
書

き
ま
し
た
。
私
が
台
本
作
り

で
一
番
楽
し
い
と
思
っ
た
こ

と
は
、
自
分
で
も
演
じ
て
、

演
じ
る
側
が
演
技
し
や
す
い

よ
う
に
気
を
配
り
な
が
ら
台

本
を
工
夫
し
て
書
い
た
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん

友
達
と
ど
う
台
本
を
書
く
の

か
と
い
う
計
画
を
立
て
る
の

も
面
白
か
っ
た
で
す
。
け
れ

ど
も
、
残
念
な
が
ら
、
結
果

私
達
の
台
本
は
選
ば
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は

﹁
大
泥
棒
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ

ツ
﹂
と
い
う
、
コ
ー
ヒ
ー
ひ

き
を
ぬ
す
ん
だ
大
泥
棒
を
、

少
年
達
が
追
い
か
け
る
話
で

し
た
。
私
は
心
を
な
だ
め
て
、

こ
れ
を
﹁
経
験
﹂
と
し
て
心

に
置
い
て
お
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　
二
つ
目
は
、
悪
役
を
演
じ

た
と
い
う
事
で
す
。
私
は
今

ま
で
五
年
間
の
う
ち
、
悪
役

で
は
な
く
、
い
い
人
が
ら
の

役
を
演
じ
つ
づ
け
て
き
て
、

そ
ろ
そ
ろ
悪
役
を
演
じ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
年
の
台
本
で
、
演

じ
て
い
て
面
白
そ
う
な
悪
役

が
二
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
悪

役
を
演
じ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
面
白
い

役
だ
っ
た
の
で
、
ど
ち
ら
を

優
先
す
る
べ
き
か
迷
い
ま
し

た
。
や
は
り
主
役
の
ホ
ッ
ツ

ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
が
鳥
に
変
え

ら
れ
た
り
と
、
色
々
な
ス
リ

ル
が
あ
り
、
演
じ
て
い
て
楽

し
い
と
思
っ
た
の
で
、
第
一

希
望
に
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ

ツ
、
そ
し
て
も
う
一
つ
の
悪

役
、
ツ
ワ
ッ
ケ
ル
マ
ン
を
第

二
希
望
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
本
当
に
第
一
希
望
の
ホ
ッ

ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
を
演
じ
る

事
が
出
来
た
の
で
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ッ

ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
は
た
く
さ

ん
セ
リ
フ
が
あ
っ
て
、
完
ぺ

き
に
覚
え
る
の
に
少
し
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

と
て
も
分
か
り
や
す
く
台
本

が
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
す

ぐ
に
覚
え
て
ふ
り
つ
け
に
と

り
か
か
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に
練
習
し
た

学
園
祭
も
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
練
習
の
時
間
が
待

ち
遠
し
く
て
、
う
ず
う
ず
し

て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
劇
を
す
る
の

が
好
き
と
い
う
事
以
外
に
、

も
う
一
つ
理
由
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
学
園
祭
の
や

り
方
が
面
白
そ
う
だ
っ
た
の

で
、
学
園
祭
を
早
く
行
い
た

い
気
持
ち
や
学
園
祭
の
リ
ハ

ー
サ
ル
へ
の
楽
し
み
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
今
年
の
学
園

祭
は
去
年
の
学
園
祭
と
い
つ

も
の
学
園
祭
の
ど
ち
ら
と
も

や
り
方
が
ち
が
い
、
ぶ
台
で

演
じ
、
保
護
者
に
見
に
来
て

も
ら
え
る
け
れ
ど
、
他
の
学

年
の
劇
は
ラ
イ
ブ
で
は
な
く

て
、
ビ
デ
オ
で
見
る
と
い
う

や
り
方
で
し
た
。
今
年
こ
そ

友
達
と
ワ
イ
ワ
イ
言
っ
た
り
、

お
菓
子
を
分
け
た
り
し
て
他

学
年
の
劇
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

少
し
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
必
死
に
友
達

と
席
を
と
ら
な
く
て
も
よ
か

っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
ス

ト
レ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
、
ぶ
台
が
見
え
な
く
な

る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
私
に
と
っ

て
こ
の
学
園
祭
は
最
高
な
学

園
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
は
こ
の

学
園
祭
で
、
色
々
な
事
を
体

験
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

台
本
も
書
い
て
み
た
り
、
つ

い
に
悪
役
を
演
じ
た
り
、
学

園
祭
の
や
り
方
か
ら
力
を
も

ら
い
な
が
ら
、
い
つ
も
以
上

に
楽
し
い
学
園
祭
を
体
験
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
来
年

は
今
回
以
上
に
楽
し
く
て
、

心
の
お
く
深
く
ま
で
残
る
学

園
祭
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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世
界
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
そ
れ

が
ぼ
く
の
な
り
た
い
も
の
だ
。

周
り
の
皆
が
想
像
す
る
以
上

に
勝
ち
た
い
。
誰
も
ぼ
く
を

倒
す
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
く
ら

い
、
ぼ
く
は
コ
ー
ト
を
支
配

す
る
。
日
本
で
一
番
な
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
の
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
に
な
り
た
い
。
そ
の

過
程
で
ぼ
く
は
友
人
、
敵
や

ラ
イ
バ
ル
を
作
っ
て
、
ラ
ン

キ
ン
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
登
り

つ
め
る
。

　
ぼ
く
は
、
友
人
や
家
族
が
ア

ー
サ
ー
ア
ッ
シ
ュ
ス
タ
ジ
ア

ム
の
選
手
ボ
ッ
ク
ス
に
座
っ

て
い
る
の
を
想
像
す
る
。
会

場
の
す
べ
て
の
座
席
は
、
ぼ

く
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
決
勝

を
見
る
た
め
に
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ト
に
立
つ
そ
の
日
、
ぼ
く
は

生
き
て
い
る
最
も
幸
せ
な
人

に
な
る
。
そ
の
喜
び
を
試
合

に
組
み
込
み
、
襲
っ
て
く
る

相
手
を
打
ち
負
か
す
。
今
ま

で
努
力
し
て
き
た
結
果
を
出

す
の
だ
。
そ
こ
へ
行
き
つ
く

ま
で
、
ぼ
く
は
毎
日
自
分
自

身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
自

信
を
高
め
る
こ
と
に
専
念
す

る
。
食
生
活
は
、
砂
糖
を
少

な
く
し
て
、
栄
養
価
の
高
い

食
事
で
体
を
整
え
る
。
練
習

後
は
毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
る
。
精
神
的
に
強

く
な
り
、
最
も
暗
い
瞬
間
で

も
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
習
得
す
る
。

補
習
校
の
運
動
会
で
教
わ
っ

た
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
毎
朝
ぼ

く
の
脳
と
体
に
酸
素
を
供
給

し
、
健
康
な
一
日
を
始
め
る

準
備
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ー

デ
ィ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
を
観
て
、
ス
ト

レ
ス
を
遮
断
で
き
る
精
神
力

と
、
最
も
困
難
な
瞬
間
に
こ

そ
自
分
の
ス
キ
ル
を
信
頼
し
、

信
じ
、
恐
れ
な
い
気
持
ち
が

必
要
だ
と
確
信
し
た
。

　
し
か
し
最
も
大
事
な
の
は
、

テ
ニ
ス
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
愛

し
楽
し
む
こ
と
だ
。
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
退
屈
で
あ
る
と
感

じ
た
瞬
間
、
お
し
ま
い
だ
。

　
ぼ
く
に
は
、
世
界
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
に
な
る
夢
が
あ
る
。

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
自

分
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
す
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

弱
さ
を
見
せ
な
い
。
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
を
獲
得
し
た
史
上

初
の
日
本
国
籍
の
男
性
に
な

る
こ
と
。
日
本
や
ア
メ
リ
カ

だ
け
で
な
く
、
世
界
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
。
そ
れ
が
ぼ
く
の

夢
。
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わ
し
は
、
十
七
才
に
な
る
犬

の
や
く
ざ
だ
。
わ
し
は
、
チ

ワ
ワ
ミ
ッ
ク
ス
で
グ
レ
ム
リ

ン
に
そ
っ
く
り
だ
と
正
義
と

正
義
の
家
族
は
思
っ
て
い
る
。

正
義
は
と
て
も
い
い
や
つ
で

寝
る
の
が
と
て
も
好
き
だ
。

　
し
か
し
、
正
義
は
い
っ
ぺ

ん
寝
る
と
目
覚
ま
し
を
か
け

て
も
起
き
な
い
や
つ
だ
。
目

覚
ま
し
の
音
が
大
き
す
ぎ
て

わ
し
は
起
こ
さ
れ
る
が
、
な

ぜ
あ
い
つ
は
起
き
な
い
ん
だ
。

目
覚
ま
し
で
は
起
き
れ
な
い

か
ら
、
母
親
に
起
こ
す
よ
う

に
た
の
む
。
け
れ
ど
、
起
こ

さ
れ
て
も
ま
た
ベ
ッ
ド
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
寝
て
し
ま
う
し

ょ
う
も
な
い
や
つ
だ
。
こ
の

く
せ
を
も
っ
て
い
る
正
義
は
、

朝
に
早
く
起
き
れ
な
く
て
、

宿
題
が
で
き
な
く
て
い
つ
も

あ
せ
っ
て
い
る
。
ま
た
は
、

本
を
読
ん
で
い
る
時
ベ
ッ
ド

に
も
ぐ
り
こ
ん
で
、
シ
ー
ツ

を
か
ぶ
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
開
け
た
本
を
顔
に
の
せ
、

す
ぐ
寝
て
し
ま
う
。
わ
し
は

こ
れ
を
ち
ょ
っ
と
ま
ぬ
け
だ

と
思
う
が
、
あ
い
つ
は
気
に

し
て
な
い
だ
ろ
う
。

　
寝
る
こ
と
は
す
ご
く
大
切

で
い
い
こ
と
だ
。
わ
し
だ
っ

て
十
七
才
に
な
っ
て
か
ら
た

く
さ
ん
寝
て
い
る
。
け
れ
ど
、

変
な
時
に
寝
た
り
、
起
こ
さ

れ
て
も
起
き
な
い
の
は
な
さ

け
な
い
と
思
う
。
あ
い
つ
に

は
も
っ
と
自
覚
を
も
っ
て
ほ

し
い
な
。
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米
国
で
は
１
９
５
０
年
代
に

ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
和
洋
折
衷
の
建
築

様
式
、
ス
タ
イ
ル
が
流
行
し
、

全
米
各
地
の
富
裕
層
の
邸
宅
に

和
の
空
間
を
取
り
入
れ
た
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
出
現
し

た
。
多
く
は
郊
外
の
大
邸
宅
だ

っ
た
が
、
左
の
写
真
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

し
か
も
国
連
に
ほ
ど
近
い
閑
静

な
超
高
級
住
宅
地
、
サ
ッ
ト
ン

プ
レ
イ
ス
で
再
現
し
た
珍
し
い

ケ
ー
ス
。

　
広
い
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
一
室
を
和
室

に
改
装
し
た
も
の
で
、
都
会
の

喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
和

の
空
間
と
30
階
の
部
屋
の
窓
か

ら
見
え
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
イ

ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
眺
望
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ラ

イ
フ
の
醍
醐
味
を
感
じ
さ
せ

る
。
販
売
価
格
は
１
９
５
万

ド
ル
。
昔
な
が
ら
の
チ
ー
ズ

屋
や
肉
屋
さ
ん
が
い
ま
だ
に

健
在
な
の
と
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ

や
ト
レ
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー
ズ
も

出
来
て
買
い
物
も
便
利
な
場

所
。
近
く
に
公
立
の
良
い
小
学

校
が
あ
り
、
閑
静
な
住
環
境
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
も
屈

指
の
エ
リ
ア
だ
。
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
近
い
の
で
通
勤
も
便

利
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
８
５
・
７
５
５
２
、

Ｅ

メ

ー

ル
　n

ob
u

@
snsrealty.com

　
佐
々
本
さ

ん
︵
写
真
提
供
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ア

ル
テ
ィ
ー
︶

Courtesy of Googlem
ap.com

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
一
等
地

サ
ッ
ト
ン
プ
レ
イ
ス
の

和
室
で
和
む

　
太
陽
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
東

西
方
向
の
通
り
に
沿
っ
て
沈
む

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
の
季
節

が
や
っ
て
き
た
。 

夏
至
の
前

と
後
に
太
陽
が
完
全
に
道
の
中

央
に
沈
む
全
太
陽
ヘ
ン
ジ
が
2

回
、
太
陽
の
半
分
が
沈
む
半
太

陽
ヘ
ン
ジ
が
２
回
発
生
す
る
た

め
、
年
に
４
回
観
測
で
き
る
。

　
今
年
の
日
程
は
５
月
29
日

︵
日
︶
午
後
８
時
13
分
︵
半
太

陽
︶
、
30
日
︵
月
︶
午
後
８
時

時
12
分
︵
全
太
陽
︶、
６
月
11

日
︵
土
︶
午
後
８
時
20
分
︵
全

太
陽
︶、
６
月
12
日
︵
日
︶
午

後
８
時
21
分
︵
半
太
陽
︶。

　
視
界
が
開
け
て
い
る
通
り
な

ら
ど
こ
で
も
観
測
で
き
る
が
、

周
囲
に
高
い
ビ
ル
が
並
ぶ
広
い

通
り
の
14
丁
目
、
23
丁
目
、
34

丁
目
、
42
丁
目
や
57
丁
目
で
見

る
の
が
お
す
す
め
。

　
周
囲
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め

な
が
ら
通
り
の
向
こ
う
に
沈
む

太
陽
は
圧
巻
だ
が
、
一
斉
に
西

を
向
い
て
携
帯
を
掲
げ
る
大
勢

の
人
を
見
る
の
も
面
白
い
。

　
在
米
日
本
人
の
母
親
た
ち

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
子
育
て
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
運
動
・

語
学
な
ど
の
出
展
ブ
ー
ス
を
オ

ン
ラ
イ
ン
会
場
で
設
け
て
、
学

園
祭
の
よ
う
に
楽
し
む
、
オ
ン

ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
が
５
月
28
日

︵
土
︶
米
東
部
時
間
午
後
７
時

45
分
か
ら
開
催
さ
れ
る
。﹁
や

っ
て
み
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
楽

し
も
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
繋
が
ろ

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
！
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
開
催
。
大
人

が
本
気
で
学
園
祭
の
よ
う
に
楽

し
み
な
が
ら
、
そ
し
て
本
気
で

参
加
者
の
悩
み
が
解
決
出
来
る

よ
う
な
９
つ
の
出
展
ブ
ー
ス
を

利
用
で
き
る
。
参
加
費
用
は
一

般
２
０
０
０
円
。
50
分
の
出
展

ブ
ー
ス
３
つ
に
参
加
で
き
る
。

会
員
と
し
て
の
登
録
を
す
る
と

塾
生
と
し
て
１
５
０
０
円
で
参

加
が
で
き
る
。

詳

細

は 
h

ttp
s

:/
/

c
h

a
lle

n
g

e
fe

s
2

0
2

2
.

hp.peraichi.com

マ
マ
友
オ
ン
ラ
イ
ン
学
園
祭

日
本
人
の
母
親
た
ち
が
開
催

ビ
ル
の
谷
間
に

夕
日
が
沈
む

https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
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mailto:miyuki3533@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
tel:9175773969
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 BOOKS
　
時
代
と
共
に
言
葉
も
変
化
し

て
い
く
。
新
語
・
造
語
が
増
え

る
の
は
致
し
方
な
い
と
し
て
、

意
味
が
変
わ
っ
た
り
、
用
法
が

変
化
し
た
り
、
誤
用
し
た
り
は
、

嘆
く
向
き
も
お
ら
れ
よ
う
。﹁
全

然
﹂
は
否
定
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
が
、
今
は
肯
定
的
に
使
う

人
が
増
え
た
。
﹁
ヤ
バ
い
﹂
に

至
っ
て
は
、
意
味
が
ま
だ
ら
に

窯
変
し
た
ま
ま
定
着
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
良
い
の
か
悪
い
の

か
、
未
だ
に
わ
か
ら
な
い
。

　
普
通
の
辞
典
の
体
裁
を
装
い

つ
つ
、
悪
魔
的
視
点
で
言
葉
を

定
義
し
た
１
９
１
１
年
発
刊
の

ビ
ア
ス
の
﹃
悪
魔
の
辞
典
﹄
や
、

キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
の
Ｓ
Ｆ

映
画
﹃
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン

ジ
﹄
に
は
、
未
来
の
若
者
た
ち

が
使
う
ス
ラ
ン
グ
﹁
ナ
ッ
ド
サ

ッ
ト
語
﹂
が
登
場
す
る
が
、
そ

れ
は
面
白
い
か
な
と
は
思
う
。

ス
ラ
ン
グ
に
は
時
代
を
映
し
た
本

音
が
言
い
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
。

　
か
つ
て
、
お
年
頃
を
過
ぎ
て

30
代
、
未
婚
、
未
出
産
で
も
幸

せ
な
ん
で
す
け
ど
と
、
慎
ま
し

や
か
に
告
白
し
た
酒
井
順
子
さ

ん
の
エ
ッ
セ
イ
本
﹃
負
け
犬
の

遠
吠
え
﹄
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
。﹁
負
け
犬
﹂
と
謙
遜

し
な
が
ら
、
自
己
肯
定
感
い
っ

ぱ
い
の
言
葉
に
、
独
身
女
性
は

大
い
に
共
感
し
た
。
本
の
タ
イ

ト
ル
は
２
０
０
４
年
の
流
行
語

大
賞
候
補
に
も
選
ば
れ
た
。
そ

れ
か
ら
18
年
。﹁
オ
リ
ー
ブ
少

女
﹂
だ
っ
た
酒
井
さ
ん
も
﹁
ガ

ラ
ス
の
50
代
﹂
半
ば
で
、
今
度

は
﹃
う
ま
れ
る
こ
と
ば
、
し
ぬ

こ
と
ば
﹄。
あ
ら
ら
、
言
葉
の

今
昔
物
語
で
あ
る
。

　
酒
井
さ
ん
は
、
特
に
こ
こ
し

ば
ら
く
は
、
言
葉
の
新
旧
交
代

が
激
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。
世
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
か
つ
て
使
わ
れ
て
い

た
道
具
や
形
態
の
移
り
変
わ
り

が
速
い
こ
と
。
そ
れ
か
ら
人
権

意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
ポ
リ
テ

ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
。
い

わ
ゆ
る
﹁
ポ
リ
コ
レ
﹂
の
厳
格

化
。
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
に
よ
る
生
活
様
式
や

意
識
の
変
化
。﹁
ク
ラ
ス
タ
ー
﹂

﹁
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
﹂
な
ど
、
今
ま

で
知
り
も
し
な
か
っ
た
感
染
症

関
連
の
言
葉
を
、
ま
る
で
日
常

会
話
の
よ
う
に
使
う
。

　
ま
た
新
語
を
新
し
い
と
思
わ

ず
、
初
め
か
ら
あ
る
も
の
と
し

て
認
識
す
る
人
た
ち
が
増
え
て

く
る
。
平
安
時
代
に
は
警
察
官

は
検
非
違
使
で
あ
っ
た
し
、
サ

ッ
カ
ー
は
蹴
鞠
で
あ
っ
た
。
そ

こ
ま
で
遡
ら
な
く
て
も
と
思
わ

れ
る
だ
ろ
う
が
、Y

ouT
ube

が
誕
生
し
た
の
な
ん
て
つ
い
昨

日
の
こ
と
だ
っ
た
し
、
多
く
の

人
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
っ
て
、

な
に
者
？
だ
っ
た
は
ず
だ
。
少

数
派
が
多
数
派
に
転
換
す
る
ス

ピ
ー
ド
の
速
さ
よ
。

　
そ
し
て
一
過
性
の
言
葉
に
は

﹁
手
垢
の
つ
い
た
﹂
と
い
う
よ

う
な
重
さ
が
つ
き
ま
と
う
。﹁
根

暗
﹂
は
﹁
陰
キ
ャ
︵
陰
気
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
︶﹂
へ
と
変
化
し
、

﹁
は
え
﹂
は
﹁
ば
え
﹂
へ
と
転

化
す
る
。
し
か
し
言
葉
が
変
わ

っ
て
も
、
意
味
の
幹
が
変
わ
る

わ
け
で
な
く
、﹁
根
暗
﹂
だ
ろ

う
と
﹁
陰
キ
ャ
﹂
だ
ろ
う
と
、

鬱
々
と
し
た
気
持
ち
の
人
は
再

生
産
さ
れ
、
取
り
巻
く
環
境
は

継
続
す
る
の
だ
。
微
妙
に
変
化

し
な
が
ら
。

　
他
に
も
﹁
生
き
づ
ら
さ
の
わ

か
り
づ
ら
さ
﹂﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
と
い
う
黒
船
﹂﹁
言
葉
狩
り

の
獲
物
と
狩
人
﹂﹁
寂
し
さ
と

い
う
フ
ラ
イ
ジ
ャ
ル
﹂
な
ど
、

酒
井
さ
ん
な
ら
で
は
の
感
性

で
、
日
本
人
の
意
識
、
社
会
的

背
景
を
掘
り
下
げ
る
。

　
酒
井
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
は
、

し
ゃ
れ
た
タ
イ
ト
ル
も
素
敵
だ

が
、
文
章
が
う
ま
い
。
乱
れ
の

な
い
折
り
目
正
し
い
言
葉
使
い

で
、
す
る
す
る
と
流
れ
る
よ
う

に
文
章
が
進
み
、
い
つ
の
間
に

か
彼
女
の
言
い
分
に
耳
を
傾

け
、
ほ
ほ
う
、
と
納
得
し
て
い

る
。羨
ま
し
く
思
え
る
才
能
だ
。

　
　
　
　︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

うまれることば、しぬことば　
酒井順子・著

 集英社・刊

■キネマトグラフィカ（古内一絵、創元文芸文庫）老舗映
画会社に新卒入社した平成元年組6人の男女が2018年春、
ある地方の映画館で再会し、思い出の映画を鑑賞すること
になった。フィルムはデジタルに、映画館は劇場からシネ
コンになり、映画形態も変化した一方で、自分たちはどう
だろう。あの頃思い描いていた自分になれただろうかと思
いを馳せる。■カムカムマリコ（林真理子、文藝春秋）林
真理子が『週刊文春』に連載しているエッセイの最新刊。
本書で 33 巻、ギネス記録更新中。ワクチン予約困難、1
年遅れのオリンピック、皇室の御結婚騒動はもちろん、長
年の読者にはお馴染みの秘書のハタケヤマさんの定年や一
人娘の大学卒業なども綴られる。■なぜ人に会うのはつら
いのか（佐藤優・斎藤環、中公新書クラレ）引きこもりが
専門の精神科医と作家で元外交官の斉藤優が「コロナ禍に
おける人間関係」について、リモートで行われた対談を一
冊にまとめた本。人間関係が原因のしんどい毎日を楽にす
る 38 のヒントを 2 人が導き出す。■灯をともす言葉（花
森安治、河出文庫）戦後日本の生活に希望を与えた雑誌『暮
らしの手帖』の創刊者の花森安治が「美について」「この
国について」「装うことについて」「戦争について」を綴る。
戦争がないと夜に電気がつけられて、寝巻きに着替えて寝
るという普通に生きて暮らすことができるということなの
だという花森の言葉は現代にも響く。■なんでも見つかる夜に、こころだけ
が見つからない（東畑開人、新潮社）臨床心理士として 15 年、現代人の心
の問題に向き合ってきた著者がカウンセリングルームで行っていることを読
書にも体験して欲しいと書かれた本。抱える悩みは人それぞれだが、根底に
あるのは「ひとりぼっち」の辛さであるという。迷った時に心をアシストす
る 7 つの補助線を教える。■幸村を討て（今村翔吾、中央公論新社）時は戦
国末期の大坂冬と夏の陣。主役は真田信之・幸村兄弟。徳川家康、織田有楽斎、
南条元忠、後藤又兵衛、伊達政宗、毛利勝永、長男信之が口々に叫んだ「幸
村を討て」。彼らのそれぞれの視点から謎の真田幸村について語られる。今
村翔吾の直木賞受賞後第一作となる 536 ページにも及ぶ超大作。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
映
画
と
共
に
生
き
た
６
人
の
男
女
の
人
生
模
様
。
林
真
理
子
の
長
寿
エ
ッ
セ
イ
の
最
新

刊
。
人
と
会
う
こ
と
の
辛
さ
と
大
切
さ
。﹃
暮
ら
し
の
手
帖
﹄
創
刊
者
・
花
森
安
治
の
言
葉
。

臨
床
心
理
士
に
よ
る
読
む
セ
ラ
ピ
ー
。
７
人
の
武
将
が
叫
ぶ
﹁
幸
村
を
討
て
﹂。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
も
の
知
り
で
頼
り
が
い
が
あ

っ
て
、
森
の
動
物
た
ち
か
ら
慕

わ
れ
て
い
た
ア
ナ
グ
マ
が
、
冬

が
来
る
前
に
﹁
長
い
ト
ン
ネ
ル

の
向
こ
う
へ
行
く
よ
。
バ
イ
バ

イ
﹂
と
い
う
手
紙
を
残
し
て
こ

の
世
を
去
っ
た
。
か
け
が
え
の

な
い
友
達
を
亡
く
し
、
深
い
悲

し
み
を
味
わ
う
動
物
た
ち
。
春

が
来
る
と
、
残
さ
れ
た
み
ん
な

は
ア
ナ
グ
マ
と
の
思
い
出
を
語

り
合
う
よ
う
に
な
る
。
紙
の
切

り
抜
き
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た

モ
グ
ラ
。
ス
ケ
ー
ト
の
滑
り
方

を
教
え
て
も
ら
っ
た
カ
エ
ル
。

ア
ナ
グ
マ
が
教
え
て
く
れ
た
知

恵
や
工
夫
は
、
素
晴
ら
し
い
贈

り
物
に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
心

に
残
っ
て
い
た
。

　
﹁
身
近
な
人
を
失
っ
た
悲
し

み
を
、
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く

の
か
﹂
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
友
だ
ち
と
は
、
死
と
は
、

そ
し
て
生
き
る
こ
と
と
は
、
と

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語

り
か
け
る
。
日
本
語
で
読
む
な

ら
﹃
わ
す
れ
ら
れ
な
い 

お
く

り
も
の
﹄
︵
評
論
社
︶
。
大
切
な

人
や
親
し
い
人
と
の
お
別
れ
を

経
験
し
た
大
人
向
け
に
も
、
心

を
込
め
て
贈
り
た
い
一
冊
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
）

悲
し
む
の
で
は
な
く
良
い
思
い
出
に

 『Badger's Parting Gifts』
Written by Susan  Varley

Published by   HarperCollins

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　
今
回
の
コ
ラ
ム
は
﹁
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
注
入
﹂
と
は
何
か
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
は
、
﹁
プ
チ
整
形
﹂
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
美
容
初
心
者

の
方
で
も
聞
い
た
こ
と
の
あ

る
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

ま
ず
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
と

は
、
元
々
体
内
に
あ
る
美
容
成

分
の
こ
と
。
肌
の
み
ず
み
ず
し

さ
、
張
り
や
弾
力
を
保
つ
働
き

が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

は
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
体
内

で
の
生
成
量
が
減
り
、
肌
の
張

り
が
な
く
な
り
、
シ
ワ
や
た
る

み
の
増
加
に
繋
が
り
ま
す
。
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
注
入
治
療
と
は
、

医
療
用
の
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
を
細

い
針
で
皮
膚
に
注
入
し
て
内
側

か
ら
シ
ワ
や
溝
を
目
立
た
な
く

さ
せ
た
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
補

っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
注
入

し
た
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
が
真
皮
の

内
側
か
ら
肌
を
持
ち
上
げ
て
、

シ
ワ
の
溝
を
改
善
し
ま
す
。
お

肌
が
ふ
っ
く
ら
と
ボ
リ
ュ
ー
ム

ア
ッ
プ
し
た
こ
と
を
す
ぐ
実
感

い
た
だ
け
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
使
用
し
て
い
る
ジ
ュ
ビ
ダ

ー
ム
ビ
ス
タ® 

シ
リ
ー
ズ

は
、
日
本
国
内
で
も
初
め
て
厚

生
労
働
省
の
承
認
を
受
け
、
日

本
、
そ
し
て
世
界
シ
ェ
ア
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
実
力
を
持
つ
高
品

質
で
安
全
性
の
高
い
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
。
発
売
元
の
ア
ラ
ガ
ン
社

独
自
の
﹁H

Y
LA

C
R

O
SS

™

技
術
﹂
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
、

酵
素
分
解
さ
れ
に
く
い
３
Ｄ
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
構
造
に
よ
り
、
弾

性
と
凝
集
性
に
優
れ
、
自
然
な

仕
上
が
り
を
約
一
年
間
維
持
し

ま
す
。
額
の
シ
ワ
や
、
ほ
う
れ

い
線
、
口
角
の
シ
ワ
、
目
の
下

の
く
ぼ
み
、
唇
に
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
欲
し
い
方
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部

位
に
効
果
的
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
プ
チ
整
形
を
受
け
る
こ
と
の

抵
抗
が
あ
る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

１
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
担
当

医
が
的
確
に
施
術
を
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
験
豊
か
な
医
師
や
看
護
師
の

み
が
施
術
を
し
、
１
人
ひ
と
り

に
合
わ
せ
て
担
当
医
が
的
確
に

施
術
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

美
容
プ
チ
整
形
の
代
名
詞
﹁
ヒ
ア
ロ
ン
酸
注
入
﹂
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前
衆
議
院
議
員
の
菅
野
志
桜

里
さ
ん
︵
旧
姓
山
尾
さ
ん
︶
が
、

5
月
20
日
夕
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
で
、
﹁
日
本
政
治
の

過
去
と
未
来
　
わ
た
し
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
持
を
明
確
に
す
る
理

由
﹂
と
題
し
講
演
し
た
。
東
大

法
学
部
を
卒
業
し
て
司
法
試
験

に
合
格
、
検
察
官
に
な
っ
て
３

年
目
に
担
当
し
た
の
が
、
河
原

で
生
活
し
て
い
た
ホ
ー
ム
レ
ス

の
60
代
女
性
が
３
人
の
中
学
生

と
30
代
の
無
職
男
性
に
よ
っ
て

殺
害
さ
れ
た
事
件
だ
っ
た
。
弱

き
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
目

覚
め
た
事
件
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

２
０
０
９
年
に
衆
議
院
議
員
総

選
挙
に
初
当
選
。
14
年
に
２
期

目
当
選
。
17
年
10
月
に
３
期
目

当
選
。
20
年
３
月
に
立
憲
民
主

党
を
離
党
。
同
年
７
月
、
国
民

民
主
党
に
入
党
。
現
在
は
、
国

会
議
員
を
卒
業
し
て
弁
護
士
・

国
際
人
道
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

代
表
と
し
て
、
日
本
か
ら
世
界

の
人
権
弾
圧
の
問
題
に
向
か
い

合
い
、
日
本
が
正
す
べ
き
こ
と

は
何
か
を
政
治
の
世
界
や
世
論

に
訴
え
か
け
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

講
演
も
海
外
か
ら
見
え
る
日
本

が
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
を
自

分
の
目
と
耳
で
直
に
感
じ
た
か

っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　﹁
日
本
は
、
人
権
外
交
の
局

面
が
転
換
し
た
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
前

は
、
中
国
で
人
権
弾
圧
を
受
け

い
て
い
る
人
々
の
救
済
と
い
う

面
で
は
欧
米
と
足
並
み
を
揃
え

て
引
き
受
け
て
い
く
と
こ
ろ
ま

で
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
今
回
の
プ
ー
チ
ン
の
侵
略
戦

争
を
き
っ
か
け
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
こ
と
に
関
し
て
言
え
ば
、

か
な
り
G
７
の
一
員
と
し
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
量
的
に

も
質
的
に
も
足
並
み
を
揃
え
た

強
い
制
裁
を
ロ
シ
ア
に
課
し
て

い
ま
す
。
見
る
べ
き
は
、
普
遍

的
な
人
権
を
守
り
、
行
動
す
る

と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
対

す
る
姿
勢
が
、
今
後
中
国
の
問

題
に
つ
い
て
も
レ
ベ
ル
を
揃
え

て
対
応
で
き
る
か
、
そ
こ
が
岸

田
政
権
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
ね
﹂
と
日
本
政

治
の
現
状
を
語
っ
た
。

　
海
外
に
つ
い
て
﹁
日
本
政
治

の
欠
陥
は
、
選
挙
が
地
元
に
縛

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
地

元
を
超
え
て
、
日
本
全
国
の
こ

と
を
考
え
た
り
、
海
外
に
い
る

日
本
人
の
存
在
を
考
え
た
り
す

る
と
い
う
意
識
が
め
ち
ゃ
め
ち

ゃ
薄
い
。
日
本
の
民
主
主
義
は

ま
だ
成
長
過
程
の
道
半
ば
に
あ

る
と
言
っ
て
い
い
。も
う
少
し
、

日
本
の
国
会
議
員
が
海
外
に
目

を
向
け
外
交
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ

の
た
め
に
は
、﹃
選
挙
区
に
骨

を
埋
め
る
﹄
と
い
う
よ
う
な
世

襲
的
な
政
治
風
土
を
見
直
し
、

例
え
ば
連
続
任
期
は
４
年
ま
で

と
い
う
任
期
制
限
を
つ
け
る
こ

と
も
あ
り
だ
と
私
は
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
海
外
に
も

目
を
む
け
る
政
治
家
が
海
外
の

日
本
人
の
声
を
国
政
に
反
映
し

た
り
、
女
性
の
国
会
議
員
も
増

え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
で

な
い
と
、
志
あ
る
女
性
は
み
ん

な
民
間
に
行
っ
て
し
ま
う
。
キ

ャ
リ
ア
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
政
治
家
と
し
て
自
分
の
持
て

る
ス
キ
ル
で
社
会
貢
献
し
、
永

田
町
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
﹂
と
自
ら
を

振
り
返
っ
て
話
し
た
。

　
菅
野
さ
ん
は
宮
城
県
仙
台
市

に
生
ま
れ
、
小
学
生
か
ら
大
学

生
時
代
ま
で
武
蔵
野
市
で
育
っ

た
。
小
６
、
中
１
に
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
﹁
ア
ニ
ー
﹂
の
初
代
ア
ニ

ー
を
演
じ
、
１
９
８
６
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
そ
の
宣
伝
の
一

環
で
真
っ
赤
な
衣
装
を
着
て
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
を
歩
い
た
経
験
も

あ
る
。
タ
レ
ン
ト
性
も
あ
る

が
﹁
日
本
の
国
会
は
な
ん
で
あ

ん
な
に
ヤ
ジ
が
多
い
の
？
﹂
と

講
演
会
場
で
質
問
が
出
た
時
に

は
﹁
私
も
、
安
倍
総
理
へ
の
国

会
質
問
で
﹃
保
育
園
落
ち
た
、

日
本
死
ね
﹄
と
い
う
匿
名
の
ブ

ロ
グ
を
出
し
て
質
問
し
た
時

に
、
匿
名
だ
か
ら
本
当
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
な
ど
と
は
ぐ
ら

か
さ
れ
て
ヤ
ジ
に
か
き
消
さ
れ

て
う
な
だ
れ
た
苦
い
経
験
が
あ

る
。
で
も
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

実
名
の
投
稿
と
支
援
が
増
え
、

政
治
の
端
っ
こ
に
あ
っ
た
子
育

て
が
、
今
は
政
治
の
ど
真
ん
中

に
あ
り
ま
す
﹂
と
振
り
返
る
。

﹁
牛
歩
戦
術
な
ど
は
も
う
な
く

な
り
、
国
会
も
変
化
し
て
い
ま

す
よ
﹂
と
、
日
本
政
治
の
過
去

と
現
在
、
未
来
へ
の
入
り
口
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

日
本
の
政
治
に
海
外
視
点
を

国際人権プラットフォーム

代表理事・弁護士

菅野 志桜里さん

http://jmart-usa.com/en/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://tawaramart.com/
https://www.atlanticgrace.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/


2022 年（令和 4 年）5 月 28 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［企画のページ］　　(20  )

日
本
の
水
際
対
策

規
制
緩
和
で
帰
国

　
米
国
か
ら
の
旅
行
者
に
課
さ

れ
て
い
た
日
本
で
の
隔
離
措
置

が
ワ
ク
チ
ン
3
回
接
種
者
に
対

し
て
な
く
な
る
と
発
表
さ
れ
た

３
月
、
す
ぐ
に
日
本
行
き
の
チ

ケ
ッ
ト
を
手
配
し
た
。
待
ち
に

待
っ
た
２
年
ぶ
り
の
里
帰
り
に

は
全
日
空
の
羽
田
便
を
選
ん

だ
。
以
前
は
確
か
羽
田
到
着
が

夜
９
時
頃
だ
っ
た
と
記
憶
す
る

が
、
現
在
の
羽
田
便
は
J
F
K

を
午
後
３
時
に
出
発
、
羽
田
に

午
後
６
時
到
着
な
の
で
、
帰
国

先
が
関
東
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
線
に
乗
り
継
ぐ
人
に
と
っ

て
も
便
利
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　
強
制
隔
離
や
自
主
隔
離
は
撤

廃
さ
れ
た
が
、
米
国
か
ら
の
渡

航
者
に
対
し
て
は
現
在
も
厳
し

い
水
際
対
策
措
置
が
取
ら
れ
て

い
る
。
ま
ず
は
飛
行
機
搭
乗
前

72
時
間
以
内
の
P
C
R
検
査
、

次
に
日
本
政
府
の
書
式
に
沿
っ

た
陰
性
証
明
書
が
必
要
だ
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
角
に
た
く
さ

ん
あ
る
簡
易
検
査
所
で
は
日
本

が
認
め
る
証
明
書
を
発
行
し
な

い
た
め
、
日
本
の
書
式
に
対
応

し
て
い
る
検
査
機
関
を
使
う
必

要
が
あ
る
。
今
回
は
日
系
旅
行

社
の﹁
あ
っ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂

が
素
早
い
対
応
を
し
て
い
る
と

聞
い
て
、
勤
務
先
か
ら
歩
い
て

行
け
る
こ
と
も
あ
り
、
同
社
の

P
C
R
検
査
鼻
腔
ぬ
ぐ
い
方
式

を
利
用
し
た
。
検
査
結
果
が
出

る
早
さ
に
よ
っ
て
３
種
類
の
料

金
設
定
︵
翌
日
午
後
６
〜
８
時

1
7
5
ド
ル
、
翌
朝
９
〜
10
時

1
9
5
ド
ル
、
検
査
当
日
の
午

後
６
〜
８
時
2
7
5
ド
ル
︶
が

あ
り
、
筆
者
は
翌
朝
コ
ー
ス
を

選
択
。
出
発
２
日
前
の
夕
刻
に

同
社
を
訪
れ
、
担
当
者
か
ら
手

渡
さ
れ
た
検
査
用
綿
棒
を
自
分

で
鼻
の
穴
に
入
れ
て
ぐ
り
ぐ
り

と
拭
う
。
こ
れ
は
他
人
に
や
ら

れ
る
よ
り
も
ず
っ
と
気
分
が
良

い
。
ぐ
り
ぐ
り
し
た
綿
棒
を
担

当
者
に
渡
し
て
検
査
終
了
、
あ

と
は
結
果
を
待
つ
の
み
。翌
朝
、

無
事
陰
性
証
明
書
を
メ
ー
ル
で

受
け
取
り
、
次
は
入
国
に
必
要

な
書
類
準
備
と
ア
プ
リ
へ
の
登

録
が
待
っ
て
い
る
。

　
現
在
日
本
の
水
際
対
策
は
毎

日
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
、
状
況

を
正
し
く
把
握
す
る
の
が
難
し

い
。
全
日
空
を
利
用
し
て
と
て

も
助
か
っ
た
の
は
、
入
国
に
必

要
な
書
類
や
ア
プ
リ
登
録
の
方

法
を
順
序
立
て
て
説
明
し
て
く

れ
た
こ
と
。
出
発
３
日
ほ
ど
前

に
届
い
た
全
日
空
の
メ
ー
ル
の

案
内
に
沿
っ
て
、
厚
生
労
働
省

が
勧
め
る
入
国
用
ア
プ
リ
﹁
フ

ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
﹂
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
必
要
事
項
を
記

入
。
続
い
て
質
問
票
、
誓
約

書
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
。
筆
者
は

携
帯
電
話
で
作
業
せ
ず
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
必
要
書
類
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
入
力
、
既
に

画
像
化
し
て
あ
っ
た
ワ
ク
チ
ン

証
明
書
と
共
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

し
よ
う
と
し
た
が
、
何
度
や
っ

て
も
P
D
F
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
で
き
ず
に
苦
労
し
た
。
ふ

と
思
い
立
っ
て
P
D
F
を
画

像
︵
J
P
E
G
︶
に
変
換
し
て

み
た
ら
、
す
る
っ
と
ア
ッ
プ
ロ

ー
ド
で
き
た
の
で
同
じ
問
題
に

出
く
わ
し
た
方
は
是
非
お
試
し

を
。

　
全
て
の
書
類
の
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
が
完
了
す
る
と
、
そ
れ
ま
で

赤
い
背
景
だ
っ
た
﹁
フ
ァ
ス
ト

ト
ラ
ッ
ク
﹂が
黄
色
に
変
わ
り
、

﹁
た
だ
い
ま
審
査
中
な
の
で
し

ば
し
お
待
ち
を
﹂
的
な
通
知
が

出
る
。
筆
者
の
場
合
は
そ
れ
か

ら
数
時
間
後
に
﹁
審
査
完
了
﹂

の
通
知
と
共
に
画
面
が
緑
色
に

変
わ
っ
て
、
出
発
の
準
備
完
了

と
な
っ
た
。

　
J
F
K
空
港
で
は
事
前
に

﹁
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
﹂
を
済

ま
せ
て
い
て
も
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
に
全
て
の
書
類
の
確
認
作

業
が
行
わ
れ
る
た
め
、
待
ち
時

間
が
長
い
。
当
時
は
ま
だ
日
本

の
入
国
者
数
が
１
万
人
に
制
限

さ
れ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
た
め

搭
乗
者
数
は
限
ら
れ
て
い
た

が
、
６
月
以
降
は
２
万
人
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
一
層
混
雑
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
日
本
帰
国
の
み
な

ら
ず
空
港
を
利
用
す
る
方
は
で

き
る
だ
け
早
め
に
空
港
へ
。

　
そ
し
て
J
F
K
第
７
タ
ー
ミ

ナ
ル
。
４
月
下
旬
の
時
点
で
は

フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
ベ
ン
ダ
ー
は

全
て
ク
ロ
ー
ズ
、
開
店
し
て
い

る
の
は
バ
ー
と
高
く
て
不
味
そ

う
な
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
売
店
の

み
。
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
来
る

べ
き
だ
っ
た
と
激
し
く
後
悔
し

な
が
ら
、
搭
乗
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

待
つ
。
そ
ん
な
腹
減
り
乗
客
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
の
が
全
日

空
の
機
内
食
。
水
平
飛
行
に
入

っ
て
間
も
無
く
サ
ー
ビ
ス
さ
れ

た
夕
食
で
は
ポ
ー
ク
の
ミ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
選
択
。
前
菜
の
サ
ラ

ダ
、
枝
豆
、
冷
た
い
そ
う
め

ん
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
と
ハ
ム
の

ほ
か
暖
か
い
ス
ー
プ
も
つ
い
て

大
満
足
。
飛
行
機
は
ボ
ー
イ
ン

グ
７
７
７-

３
０
０
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
の
シ
ー
ト
ピ
ッ
チ

は
34
イ
ン
チ
、
後
部
座
席
を
気

に
せ
ず
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
で

き
る
ス
タ
イ
ル
で
フ
ッ
ト
レ
ス

ト
装
備
、
モ
ニ
タ
ー
は
大
き
な

10
・
６
イ
ン
チ
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

方
式
で
存
分
に
映
画
を
楽
し
ん

だ
。
羽
田
ま
で
14
時
間
の
長
時

間
フ
ラ
イ
ト
だ
が
、
全
日
空
の

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
と
機
材
の
お

か
げ
で
ゆ
っ
た
り
と
、
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
日
本
で

も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
ふ

る
い
、
油
断
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
夏
日
本
へ

の
帰
国
を
予
定
し
て
い
る
人
は

こ
ま
め
な
水
際
対
策
チ
ェ
ッ
ク

を
忘
れ
ず
に
。︵
東
海
砂
智
子
︶

全日空の羽田便
食事も時間帯も快適

体験搭乗レポート

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html



